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令和 7年度         第６学年社会科評価規準      江戸川区東小松川小学校 

教育出版 2023年 9月 

令和 7 年度版『小学社会 ６』年間指導計画・評価計画(案) 

大単元１ ともに生きる暮らしと政治 配当時間 21 時間 
教科書 ６ 

P8～63 

 

目  標 

●日本の政治の考え方と働きについて理解するとともに、統計

などの各種資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を

身につけるようにする。 

●日本国憲法の考え方や日本の政治の特色と国民生活との関

連や意味を多角的に考える力、社会に見られる課題を把握

して、その解決に向けて社会への関わり方を考え、考えた

ことを説明したり、それらをもとに議論したりする力を養

う。

 

 

●日本の政治の考え方と働きについて、主体的に学習の問題を解

決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社

会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や

理解を通して、日本の将来を担う国民としての自覚を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・日本国憲法は国家の理想、天皇の地

位、国民としての権利及び義務など

国家や国民生活の基本を定めてい

ることや、現在の日本の民主政治は

日本国憲法の基本的な考え方に基

づいていること、立法、行政、司法

の三権がそれぞれの役割を果たし

ていることを理解している。 

・国や地方公共団体の政治は、国民主

権の考え方の下、国民生活の安定と

向上を図る大切な働きをしているこ

とを理解している。 

・見学・調査したり各種の資料で調べ

たりして、まとめている。 

・日本国憲法の基本的な考え方に着目

して、日本の民主政治を捉え、日本

国憲法が国民生活に果たす役割や、

国会、内閣、裁判所と国民との関わ

りを考え、表現している。 

・政策の内容や計画から実施までの過

程、法令や予算との関わりなどに着

目して、国や地方公共団体の政治の

取組を捉え、国民生活における政治

の働きを考え、表現している。 

 

・日本国憲法の考え方に基づく国のあ

り方や政治の仕組みについて、主体

的に問題解決しようとしたり、より

よい社会を考え学習したことを社

会生活に生かそうとしたりしてい

る。 
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小単元１ 憲法とわたしたちの暮らし 配当時間 11 時間 
教科書 ６ 

P6～33 

目  標 

●日本国憲法の考え方と憲法に基づく政治の働きについて理

解するとともに、統計などの各種資料を通して、情報を適切

に調べまとめる技能を身につけるようにする。 

●日本国憲法の考え方や憲法に基づく政治の特色、国民生活

との関連、意味を多角的に考える力、社会に見られる課題

を把握して、その解決に向けて考える力、考えたことや選

択・判断したことを説明したり、それらをもとに議論した

りする力を養う。

 

●日本国憲法の考え方と憲法に基づく政治の働きについて、主体

的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考

え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとと

もに、多角的な思考や理解を通して、我が国の将来を担う国民

としての自覚を養う。 

 

 

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・日本国憲法の基本的な考え方につい

て見学・調査したり各種の資料で調

べたりして、必要な情報を集め、読

み取り、日本の民主政治について理

解している。 

・調べたことを図表や文などにまと

め、日本国憲法が国家や国民生活の

基本を示していることや政治は憲法

の基本的な考え方に基づいており、

立法、行政、司法がそれぞれの役割

を果たしていることを理解してい

る。 

・日本国憲法の基本的な考え方に着目

して、問いを見いだし、日本国憲法

と政治や国民生活とのつながりにつ

いて考え、表現している。 

・日本国憲法の考え方や国会、内閣、

裁判所の働きと国民生活を関連付け

て、日本国憲法が国民生活に果たす

役割や、 国会、内閣、裁判所と国民

との関わりを考え、表現する。 

・日本国憲法の考え方に基づく国のあ

り方や政治の仕組みについて、予想

や学習計画を立てたり、学習を振り

返ったりして、主体的に学習問題を

追究し、解決しようとしている。 

・学習したことをもとに、国民として

の政治への関わり方について多角

的に考えようとしている。 
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大単元名：１ ともに生きる暮らしと政治  

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

オリエンテーシ

ョン 

オリンピック・

パラリンピック

から学び、社

会を考える 

P8～11 

【配時 1】 

オリンピックやパラ

リンピックの歴史や

参加している選手の

思い、オリンピック

憲章について調べ、

その意義を考え、表

現する。 

○資料からオリンピック・パラ

リンピックの意義を話し合い、

平和な世界の実現や人権の尊重

がオリンピックの理念となって

いる意義や多様な人々が活躍す

る社会について考える。 

①写真や資料を見て、オリン

ピック・パラリンピックの歴

史をつかむ。 

②「山崎悠麻選手の話」から

多様な人たちが活躍する社会

について考える。 

③オリンピック・パラリンピ

ックの意義について考える。 

【思判表】オリンピック・パ

ラリンピックの背景やスポ

ーツを通して互いに理解し

合い、平和な世界を実現しよ

うとすることの意義につい

て考え、表現している。（発）

（ノ） 
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小単元：１ 憲法とわたしたちの暮らし 【配当 11時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

だれもが使い

やすいまちに 

P12～13 

【配時 1】 

バリアフリー設備を

調べ、日本国憲法や

法律の役割を考え、

表現する。 

○公共施設のバリアフリー設備

について調べ、それらを整備す

る根拠となっている日本国憲法

の役割について考える。 

◆公共施設は、さまざまな人が

使いやすいようにつくられてお

り、それは、日本国憲法の考え

方に基づく法律に従って行われ

ていること。 

①「山崎選手の話」から公共

施設は誰もが利用しやすいよ

うに設備が整えられているこ

とに気づく。 

②公共施設のバリアフリー設

備の整備の根拠となる法律

は、日本国憲法の考え方に基

づいていることを捉える。 

③日本国憲法と自分たちの暮

らしとの関係について考え

る。 

【思判表】バリアフリー設備

などから疑問を持ち、日本国

憲法と暮らしとの関係につ

いて考え、表現している。

（発）（ノ） 

国のあり方を示

す日本国憲法 

P14～15 

【配時 1】 

日本国憲法前文を読

み取り、憲法の基本

的な考え方を考え、

表現する。 

○日本国憲法はどのようなもの

かを調べ、憲法前文を読み取

り、三つの原則の意味について

考える。 

◆日本国憲法には、国民主権・

基本的人権の尊重・平和主義の

三つの原則があること。 

①日本国憲法とはどのような

ものかを調べる。 

②日本国憲法前文の中から、

憲法の基本的な考え方につな

がる部分を読み取る。 

③日本国憲法前文から読み取

ったことについて話し合う。 

【思判表】日本国憲法前文か

ら読み取れる憲法の基本的

な考え方について、考え、表

現している。（発）（ノ） 

学習問題をつく

り、調べる計画

を立てよう 

P16～17 

【配時 1】 

日本国憲法の三つの

原則に着目して、憲

法が国民生活に果た

す役割についての学

習問題をつくり学習

の見通しを立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本国憲法と暮らしとのつな

がりについて話し合い、日本国

憲法はどのようなものかについ

て学習問題をつくり、学習計画

を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①日本国憲法の三原則と暮ら

しとのつながりについて話し

合い、学習問題をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

②学習問題に対する予想を出

し合う。 

③予想をもとに、学習問題を

解決していくための方法（調

べること・調べ方・まとめ

方）について見通しをもつ。 

【思判表】日本国憲法につい

て問いを見いだし、学習問題

について表現している。（発）

（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

問を追究しようとしている。

（発）（行）（ノ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の主人公は

わたしたち国民 

P18～19 

【配時 1】 

国民主権や天皇の地

位と役割について調

べ、日本の民主政治

は日本国憲法の基本

的な考え方に基づい

ていることを捉え

る。 

○国民主権の意味や具体例、天

皇の地位と役割について調べ、

国民主権と国民生活のつながり

について考える。 

◆国の政治のあり方を決めるの

は国民で、選挙権は国民主権の

代表的な例であること。天皇は

日本国の象徴であり、政治につ

いての権限はもたないこと。 

①選挙権や不在者投票、期日

前投票の制度を事例に、国民

主権の意味と具体的な内容を

調べる。 

②天皇の地位や役割について

調べる。 

③国民主権と国民とのつなが

りについて考える。 

【知技】政治のあり方を最終

的に決めるのは国民一人一

人であるという国民主権の

意味や具体的な内容を理解

している。（発）（ノ） 

学習問題 日本国憲法は、どのようなものなのだろう。 
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すべての人が

幸せに生きるた

めに 

P20～21 

【配時 1】 

基本的人権について

調べ、日本国憲法が

国民の権利や義務な

どを定めていること

を捉える。 

○基本的人権の意味や具体例を

調べ、基本的人権がどのように

守られているかを考え、話し合

う。 

◆日本国憲法には、すべての国

民は健康で文化的な生活を送る

権利があることがうたわれてい

ること。 

①憲法の条文から、基本的人

権の意味を調べる。 

②憲法に定められた国民の権

利と義務について調べ、暮ら

しとのつながりを考える。 

③社会の中の諸問題を調べ、

基本的人権がどのように守ら

れているか話し合い、考えた

ことをまとめる。 

【知技】基本的人権が尊重さ

れることによって、すべての

国民が人間らしく暮らすこ

とができることを捉えてい

る。（発）（ノ） 

平和を守る 

P22～23 

【配時 1】 

平和主義について調

べ、日本国憲法が過

去の歴史的背景か

ら、決して外国と戦

争をしないと定めて

いる意味を捉える。 

○平和主義の背景や内容を調

べ、平和を守るために大切なこ

とを話し合う。 

◆日本国憲法は、平和主義をか

かげ、外国と決して戦争をしな

いこと、そのための武力をもた

ないことを定めていること。 

①憲法の条文や教科書から、

平和主義の歴史的背景や内容

を調べる。 

②平和を守るための取り組み

を調べ、平和を守るために大

切なことを話し合う。 

【知技】日本国憲法が決して

外国と戦争をしないと定め、

歴史に学び平和な社会を実

現しようとしていることを

捉えている。（発）（ノ） 

国会のはたらき 

P24～25 

【配時 1】 

国会や選挙の仕組み

を調べ、その役割を

捉える。 

○国会の働きや選挙の仕組みを

調べ、その役割について考え

る。 

◆国会は、国民の暮らしに関わ

る法律や予算について話し合い

決めていることや、国民が選挙

によって国会議員を選ぶこと

で、国民の考えを政治に反映さ

せていること。 

①国会の役割や法律ができる

までの流れを調べ、二つの議

院で話し合う理由を考える。 

②選挙の仕組みを調べ、選挙

を行う理由を考える。 

③国会の働きと国民の暮らし

がどのように関わっているの

かを話し合う。 

【知技】国会や選挙の役割を

理解している。（発）（ノ） 

内閣のはたらき 

P26～27 

【配時 1】 

内閣の仕組みを調

べ、その役割を捉え

る。 

○内閣の仕組みや働きについて

調べ、その役割について考え

る。 

◆内閣は、国会で決めた予算を

使って、国民の暮らしを支える

仕事をしていることや、内閣の

もとには、さまざまな府・省・

庁が置かれ、分担して仕事を進

めていること。 

①内閣の主な仕事や仕組みを

調べる。 

②主な府・省・庁の働きを調

べる。 

③内閣の働きと国民の暮らし

がどのように関わっているの

かを考える。 

【知技】内閣の役割を理解し

ている。（発）（ノ） 

裁判所のはた

らき 

P28～29 

【配時 1】 

裁判所の仕組みを調

べ、その役割や、立

法、行政、司法の三

権がそれぞれの役割

を果たしていること

を捉える。 

○裁判所の仕組みや働き、裁判

員制度、三権分立について調

べ、その役割や意義について考

える。 

◆裁判所は、争いごとや犯罪が

起きたときに解決や判断をして

いることや、国民は裁判員制度

を通して裁判に参加しているこ

と。国の政治は、三権分立の仕

組みのもとで進められているこ

と。 

①裁判所の仕組みや働きを調

べる。 

②裁判員制度について調べ

る。 

③裁判所の働きと国民の暮ら

しがどのように関わっている

のかを考える。 

④三権分立について調べ、図

に整理する。 

【知技】裁判所の役割、三権

分立の意味について理解し

ている。（ノ） 
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税金のはたらき 

P30～31 

【配時 1】 

税金の集められ方や

使われ方を調べ、税

金の果たす役割や暮

らしとの関わりを捉

える。 

○税金の集められ方や使われ方

を調べ、税金の果たす役割につ

いて考える。 

◆市区町村・都道府県・国が行

う公共的な仕事には、国民が納

める税金が使われていること。

健康で文化的な生活を送るため

に、税金を納めることは国民の

義務であること。 

①税金がどのように集めら

れ、どのようなことに使われ

ているのかを調べる。 

②税金と国民の関わりについ

て話し合う。 

③税金の役割について考え、

表現する。 

【知技】税金の役割や暮らし

との関わりを理解している。

（発）（ノ） 

＜まとめる＞ 

P32～33 

【配時 1】 

日本国憲法の基本的

な考え方や政治の仕

組みについて調べた

ことを図表などにま

とめ、日本国憲法と

政治や国民の暮らし

とのつながりについ

て考え、表現する。 

〇学習してきた日本国憲法の考

え方や政治の働きについてまと

め、国民の暮らしと憲法や政治

との関わりについて考える。 

①学習問題とキーワードを確

かめる。 

②日本国憲法の三つの原則に

ついて振り返る。 

③暮らしと政治のつながりや

三権分立の仕組みについて図

に整理する。 

④障害者差別解消法を例に、

暮らしと憲法や政治とのつな

がりについて話し合う。 

⑤国民と政治とのつながりに

ついてレポートに表現する。 

【思判表】日本国憲法や政治

の働きと自分たちの暮らし

を関連付け、国民と政治の関

わりについて考え、表現して

いる。（発）（ノ）（テ） 

【態】学習したことをもと

に、よりよい国民の暮らしに

向けて政治を行うために、自

分たちができることを考え

ようとしている。（行）（発） 
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小単元２ わたしたちの暮らしを支える政治 配当時間 ７時間 
教科書 ６ 

P34～47 

 

目  標 

●地方公共団体の政治の働きについて理解するとともに、統計

などの各種資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を

身につけるようにする。 

●地方公共団体の政治の特色や生活との関連や意味を多角的

に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に

向けて社会への関わり方を考え、考えたことを説明した

り、それらをもとに議論したりする力を養う。 

●地方自治体の政治の働きについて、主体的に学習の問題を解

決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを

社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思

考や理解を通して、日本の将来を担う国民としての自覚を養

う。

評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・政策の内容や計画から実施までの過

程、法令や予算との関わりなどにつ

いて見学・調査したり統計などの資

料で調べたりして、必要な情報を集

め、読み取り、地方公共団体の政治

の働きについて理解している。 

・調べたことを図表や文などにまと

め、地方公共団体の政治が国民主権

の考えのもと、住民の生活の安定と

向上を図る大切な働きをしているこ

とを理解している。 

・政策の内容や計画から実施までの過

程、法令や予算との関わりなどに着

目して、問いを見いだし、政治と生

活とのつながりについて考え、表現

している。 

・政治の取り組みと住民の生活を関連

付け、地方公共団体の政治の働きや

政治と住民の関わりを考え、表現す

る。 

 

・地方公共団体の政治の働きについ

て、予想や学習計画を立てたり、学

習を振り返ったりして、主体的に学

習問題を追究し、解決しようとして

いる。 

・学習したことをもとに、国民として

の政治の関わり方について多角的

に考えようとしている。 
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小単元名：２ わたしたちの暮らしを支える政治 【配当７時間】 

※「わたしたちの暮らしを支える政治」か「災害からわたしたちを守る政治」または「雪とともに生きる暮らしを支える政治」を選択 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

わたしたちの暮

らしと社会の課

題 

P34～35 

【配時 1】 

年齢ごとに必要な支

援や人口構成の変化

を調べ、少子化・高

齢化や人口減少など

の課題を抱える社会

における政治の働き

の大切さについて考

え、表現する。 

○資料から年齢とともに必要な

支援が変わることや少子化・高

齢化、人口減少が進んでいるこ

とを読み取り、政治の働きの大

切さを考える。 

◆日本では、年齢に合わせて、

さまざまな公的支援が行われて

いること。今後、さらに少子

化・高齢化が進み、人口減少社

会を迎えると考えられること。 

①写真を見て、年齢に合わせ

てさまざまな公的支援が行わ

れていることを捉える。 

②生まれた子どもの数と、人

口に占める 65 才以上の高齢

者の割合のグラフを見て、考

えたことを話し合う。 

③自分たちの生活を支える政

治の働きについて考える。 

【思判表】グラフから少子

化・高齢化や人口減少が進む

ことを読み取って疑問を持

ち、政治の働きの大切さを考

え、表現している。（発）（ノ） 

人々の暮らし

の願い 

P36～37 

【配時 1】 

身近な地域の様子

や住民たちの願い

に着目して、人々の

願いをかなえるた

めの政治の働きに

ついての学習問題

をつくり、学習の見

通しを立てる。 

 

 

 

 

 

 

○浜松市の人口やまちの様

子、さまざまな人々の願いを

読み取り、願いを実現する政

治の働きについて学習問題を

つくり、学習計画を立てる。 

◆住民はさまざまな願いをも

っていること。願いの実現や

社会の問題の解決のために政

治の働きが関わっているこ

と。 

 

 

 

 

 

①浜松市がどのようなとこ

ろなのかを調べる。 

②浜松市に住む人々がどの

ようなことを願っているの

かを調べる。 

③住民の願いをかなえ、社会

の問題を解決する政治の働

きについて、学習問題をつく

り、学習計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

【思判表】政治の働きについ

て問いを見いだし、学習問題

について表現している。（発）

（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

 

 

 

 

 

 

子どもは未来

への希望 

P38～39 

【配時 1】 

住民の子育てへの願

いを調べ、住民の願

いをかなえる政治の

働きを捉える。 

○浜松市が行っている子育て支

援の取り組みについて調べ、そ

れらがつくられた目的について

考える。 

◆浜松市では、条例や計画に基

づいてさまざまな子育て支援の

取り組みが進められていること

や、それが住民の願いをかな

え、悩みや不安を解消すること

に役立っていること。 

①浜松市が行っている子育て

支援の取り組みと「浜松市子

ども・若者支援プラン」、「浜

松市子ども育成条例」との関

わりを調べる。 

②「子育て支援ひろば」で働

く人の思いや、利用者の声を

調べる。 

③人々の願いと政治の働きの

つながりについて話し合う。 

【知技】浜松市が行っている

子育て支援政策から、住民の

願いと政治の働きとの関係

について捉えている。（発）

（ノ） 

学習問題 人々の願いをかなえ、社会の課題を解決するために、 

政治はどのようなはたらきをしているのだろう。 
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「子育て支援ひ

ろば」ができる

まで 

P40～41 

【配時 1】 

市役所や市議会の働

きを調べ、住民が選

挙を通して政治に関

わっていることを捉

える。 

○「子育て支援ひろば」が実現

する過程を調べ、住民が政治に

どのように関わっているのか

や、市役所や市議会、県や国の

果たしている役割をつかむ。 

◆「子育て支援ひろば」は、住

民の願いや社会の動きなどを受

けて、法律に基づいて、市役所

が計画や予算案をつくり、市議

会の承認や国の補助金を受けて

実現したこと。住民は選挙を通

して代表を選び、政治の進め方

を決めていること。 

①「子育て支援ひろば」が実

現するまでの流れを調べる。 

②市役所や市議会、県や国の

働きを調べる。 

③住民・市役所・市議会の関

係を考えて、図や文で表す。 

【知技】「子育て支援ひろば」

が実現するまでの流れから、

市役所や市議会の働きや住

民の政治との関わり方を捉

えている。（発）（ノ） 

たがいに助け

合う社会 

P42～43 

【配時 1】 

浜松市の高齢者福祉

事業の取り組みを調

べ、誰もが安心して

生きがいのある生活

を送るために政治の

働きが必要であるこ

とを捉える。 

〇浜松市の高齢者福祉事業の取

り組みを調べ、社会保障の役割

や少子化・高齢化、人口減少に

よって起こる問題について考え

る。 

◆社会全体で助け合う仕組みと

して社会保障があること。少子

化・高齢化、人口減少によって

さまざまな問題が生じること。 

①浜松市が行っている高齢者

福祉事業の概要を調べる。 

②社会保障制度について調

べ、その役割を考える。 

③少子化・高齢化や人口減少

によって起こる問題について

考え、話し合う。 

【知技】誰もが安心して生き

がいのある生活を送るため

に政治は大切な働きをして

いることを捉えている。（発）

（ノ） 

社会の課題の

解決とわたした

ち 

P44～45 

【配時 1】 

少子化・高齢化、人

口減少に対する取り

組みを調べ、社会の

課題の解決には政治

の働きが不可欠であ

ることを捉える。 

○少子化・高齢化や人口減少に

よって起こる問題に対する国や

全国の地方公共団体の取り組み

を調べ、政治の役割について考

える。 

◆少子化・高齢化や人口減少と

いった社会全体の問題に対し

て、国や地方公共団体が解決に

向けた取り組みを行っているこ

と。 

①少子化・高齢化、人口減少

によって起こる問題に対する

国や全国の自治体の取り組み

を調べる。 

②東日本大震災による原子力

発電所の事故など社会にはさ

まざまな問題があることを調

べる。 

③社会の課題の解決に向けた

政治の役割について話し合

う。 

【知技】少子化・高齢化や人

口減少によって起こる問題

に対しての取り組みから、社

会の課題の解決には政治の

働きが不可欠であることを

捉えている。（発）（ノ） 

＜まとめる＞ 

P46～47 

【配時 1】 

社会の問題を解決し

人々の願いを実現す

る政治の働きについ

て調べてきたことを

まとめ、自分の暮ら

しと政治の関わりを

考え、表現する。 

〇学習してきた日本社会の問題

や人々の願いに対する政治の働

きについてまとめ、暮らしと政

治の関わりについて考える。 

①学習問題とキーワードを確

かめる。 

②日本の社会の課題や人々の

暮らしの願いを振り返る。 

③人々の願いを実現する政治

の仕組みについて図に整理す

る。 

④自分の暮らしと政治の関係

について考え、話し合う。 

【知技】人々の願いを実現す

る政治の仕組みについて理

解している。（発）（ノ）（テ） 

【思判表】自分たちの暮らし

と政治の働きのつながりに

ついて考え、表現している。

（発）（ノ） 
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ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

＜つなげる＞ 

わたしたちの暮

らしにつながる

政治について

考えよう 

P48～49 

【配時 2】 

子ども議会を開き、

まちの課題解決のた

めの提案を考え、話

し合うことを通し

て、自分と政治との

関わりについて考

え、表現する。 

○自分たちのまちの課題を解決

するための提案を考え、子ども

議会を開いて提案について話し

合うことを通して、自分がこれ

からどのように政治に参加して

いくかを考える。 

◆市のまちづくりの課題は多様

で、国民の権利を生かしていく

ためには、さまざまな立場の人

が積極的に政治に参加すること

が重要であること。 

①若者議会の事例から、ど

のようにして子ども議会を

行うかをつかむ。 

②まちにどのような課題が

あるかを調べ、それを解決

するための提案を考える。 

③子ども議会の議員になっ

て、まちづくりについて提

案し、話し合う。 

④国会議員の選挙の投票率

が低いことを調べ、これか

ら自分がどのように政治に

参加していくかを考え、ノ

ートにまとめる。 

【思判表】市の政治について

考え、子ども議会で提案した

ことをもとに、政治参加する

ことの大切さについて考え、

表現している。（発）（ノ） 

【態】国民主権の考え方や政

治と暮らしとのつながりな

どの学んだことを、これから

の自分たちの政治参画に生

かそうとしている。（発）（行） 
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+ 

せんたく：２ 災害からわたしたちを守る政治 【配当-時間】 

※「わたしたちの暮らしを支える政治」か「災害からわたしたちを守る政治」または「雪とともに生きる暮らしを支える政治」を選択 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

突然の大地震

と津波 

P50～51 

【配時－】 

東日本大震災による

被害や被災した人々

の願いに着目して、

政治の働きについて

学習問題をつくり、

学習の見通しを立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○東日本大震災による被害を調

べ、被災者の願いを想像し、願

いをかなえる政治の働きについ

て学習問題をつくり、学習計画

を立てる。 

◆東日本大震災が起こり、東北

地方を中心とした地域の人々が

大きな被害を受けたこと。 

 

 

 

 

 

 

①写真などから東日本大震災

の被害の状況を調べる。 

②被災した人々の願いを考え

る。 

③人々の願いをかなえる政治

の働きについて学習問題をつ

くり、学習計画を立てる。 

 

 

 

 

 

【思判表】東日本大震災の被

害から、問いを見いだし、学

習問題として表現している。

（発）（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

 

緊急の支援 

P52～53 

【配時－】 

被災地に対する支援

を調べ、災害で被害

を受けた国民の生活

を守る政治の働きを

捉える。 

○被災した人々に対して、どの

ような緊急の支援が行われたの

か、それはどのような仕組みに

よって実現したのかを調べる。 

◆被災した人々の命と安全を守

るために、釜石市は国や県、他

の市町村に支援を要請し、さま

ざまな機関が協力しながら支援

活動を行ったこと。 

①釜石市が受けた被害を調べ

る。 

②被災した人々のために市や

県、国などが行った緊急支援

を調べる。 

③被災地に対する支援の仕組

みを調べる。 

④人々の願いと政治の働きの

つながりについて話し合う。 

【知技】被災地に対する支援

から、災害で被害を受けた国

民の生活を守るための政治

の働きを捉えている。（発）

（ノ） 

復興に向けて

動き出す 

P54～55 

【配時－】 

市役所や市議会の働

きを調べ、復興を進

めるための政治の働

きを捉える。 

○釜石市で行われてきた復興へ

の取り組みや計画づくりについ

て調べ、復興を進めていく上で

大切なことを考える。 

◆釜石市では住民の意見を生か

しながら復興まちづくり計画が

つくられ、復興に向けた取り組

みが行われていること。取り組

みは、法律や条例に基づいて行

われ、税金が使われているこ

と。 

①港の改修、仮設校舎の建設

など、復興への取り組みを調

べる。 

②復興まちづくり基本計画が

つくられるまでの過程を調べ

る。 

③復興を進めるために国が整

えた制度を調べる。 

④復興を進めていく上で大切

なことを考える。 

【知技】住民の願いをもとに

復興を進めていくための政

治の仕組みや働きを捉えて

いる。（発）（ノ） 

学習問題 災害によって大きな被害を受けた人々の願いを実現するために、 

政治はどのようなはたらきをしているのだろう。 
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命を守るまち

づくり 

P56～57 

【配時－】 

釜石市の災害に強い

まちづくりを調べ、

国や県、市による政

治は、復興を進める

上で大切な働きをし

ていることを捉え

る。 

○復興に向けて行われた事業や

継続して行われている取り組み

を調べ、災害に強いまちづくり

を行うために大切なことを考

え、話し合う。 

◆災害に強いまちづくりを行う

ためには、国・県・市による取

り組み（公助）とともに、地域

の助け合い（共助）や自分や家

族を守る取り組み（自助）も大

切であること。 

①復興に向けての防波堤再建

や高台移転などの事業につい

て調べる。 

②災害から自分たちの命や暮

らしを守るためには何が必要

かを考え、話し合う。 

③災害に強いまちづくりを行

うために大切なことを考え

る。 

【知技】災害に強いまちづく

りを行うための取り組みを

調べ、復興を進める上での国

や県、市による政治の働きを

捉えている。（発）（ノ） 
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せんたく：２ 雪とともに生きる暮らしを支える政治 【配当-時間】 

※「わたしたちの暮らしを支える政治」か「災害からわたしたちを守る政治」または「雪とともに生きる暮らしを支える政治」を選択 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

 

まちで暮らす

人々の願い 

P58～59 

【配時－】 

地域の様子や市民た

ちの願いに着目し、

人々の願いをかなえ

地域の問題を解決す

るための政治の働き

についての学習問題

をつくり、学習の見

通しを立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

○札幌市の気候の特徴によって

起こる問題に対する人々の願い

を読み取り、願いを実現する政

治の働きについて学習問題をつ

くり、学習計画を立てる。 

◆市民は降雪によって起こる問

題に対して願いをもっているこ

と。願いの実現や地域の問題の

解決のためには、政治の働きが

必要であること。 

 

 

 

 

 

 

①冬の札幌市の写真やグラフ

などから札幌市の気候の特徴

を読み取る。 

②降雪によって起こる問題に

対して人々がどのような願い

をもっているのかを調べる。 

③市民の願いをかなえ、地域

の問題を解決する政治の働き

について学習問題をつくり、

学習計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

【思判表】冬の札幌市の様子

から、問いを見いだし、学習

問題として表現している。

（発）（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪対策で暮ら

しが変わった 

P60～61 

【配時－】 

札幌市が行っている

雪対策事業の概要を

調べ、計画的な除排

雪によって、市民の

暮らしを守る市役所

の役割を捉える。 

○札幌市が行っている雪対策の

取り組みについて調べ、市民の

政治への関わりや、市役所や

道、国の果たしている役割を捉

える。  

◆札幌市では、冬の暮らしへの

悩みや不安を解消するため、雪

対策の取り組みが進められてい

ること。市役所が計画や予算案

をつくり、国の法律に従い、道

や国からの補助金も使用して除

排雪を実施していること。 

①札幌市が行っている雪対策

の取り組みを調べる。 

②除排雪の実施に関わる市役

所や道、国の働きを調べる。 

③除排雪などの雪対策へ市民

がどのように関わっているか

について話し合う。 

【知技】問題の解決のため

に、住民の意思に基づいて政

治が進められていること、そ

のために市役所や市議会が

重要な役割を担っているこ

とを理解している。（発）（ノ） 

 

雪を生かす 

P62～63 

【配時－】 

「さっぽろ雪まつ

り」の発展やどのよ

うにして行われてい

るかを調べ、市役所

の役割をつかみ、市

民は意見を出した

り、選挙で投票した

りすることを通して

政治に関わっている

ことを捉える。 

○「さっぽろ雪まつり」の発展

やどのようにして行われている

のかを調べ、市民の政治への関

わり方や、市役所の役割をつか

む。 

◆「さっぽろ雪まつり」は、市

民の願いや地域の特徴などを背

景に、市役所が計画や予算案を

つくり、関係機関や民間企業の

協力を受けて実現したこと。市

民は選挙を通して代表を選び、

政治の進め方を決めているこ

と。 

①「さっぽろ雪まつり」が現

在のような行事になるまでの

流れを調べる。 

②「さっぽろ雪まつり」を開

催するための市役所の働きを

調べる。 

③市民・民間企業・市役所・

関係機関の関係を考えて、表

現する。 

【知技】地域を活性化するた

めに、市役所は市民の意見を

ふまえて計画を立てている

こと、市民は予算案を議決す

る市議会の議員を選挙で選

んでいることを理解してい

る。（発）（ノ） 

 

  

学習問題 人々の願いをかなえ、社会の問題を解決するために、 

政治はどのようなはたらきをしているのだろう。 
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大単元２ 日本の歴史 配当時間 69 時間 
教科書 ６ 

P68～237 

目  標 

●国家及び社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れ

た文化遺産について理解するとともに、地図帳や地球儀、統

計や年表などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調

べまとめる技能を身につけるようにする。 

●日本の歴史の特色、出来事や人物の関連や意味を多角的に

考える力、各時代の社会に見られる課題を把握して、歴史

を学ぶ意味を考える力、考えたことを説明したり、それら

をもとに議論したりする力を養う。

 

●日本の歴史上の主な事象について、主体的に学習の問題を解決

しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会

生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理

解を通して、日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を

養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・日本の歴史上の主な事象を手掛かり

に、大まかな歴史を理解するととも

に、関連する先人の業績、優れた文

化遺産を理解している。 

・遺跡や文化財、地図帳や年表などの

資料で調べ、まとめている。 

・各時代の世の中の様子、人物の働き

や代表的な文化遺産などに着目し

て、歴史上の主な事象を捉え、日本

の歴史の展開を考えるとともに、歴

史を学ぶ意味を考え、表現している。 

・日本の歴史上の主な事象について、

主体的に問題解決しようとしたり、

よりよい社会を考え学習したことを

社会生活に生かそうとしたりしてい

る。 
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大単元の構成 

           
オリエンテーション ① 

         

                    

                                                

                                                

 １ 国づくりへの歩み ⑦ 

大昔の暮らしをさぐろう／学習問題をつくり、学習の

見通しを立てよう／米づくりが始まる／むらからくに

へ／古墳をつくった人々／古墳の広がりと大和朝廷／

まとめる 

     ７ 新しい文化と学問 ⑥ 

都市のにぎわいと人々の楽しみ／活気あふれる町人

の文化／今につながる江戸の文化／文化を支えた産

業と交通／新しい学問／人々と学問、新しい時代へ

の動き（まとめる） 

 

       

       

       

       

                                                

 ２ 大陸に学んだ国づくり ⑦ 

大陸にわたった人々／聖徳太子の理想／大化の改新と

新しい政治のしくみ／聖武天皇と大仏づくり／海をこ

えた人やもの／藤原道長と貴族の暮らし／日本独自の

文化が生まれる（まとめる） 

     ８ 明治の新しい国づくり ⑥ 

新しい世の中へ／黒船が来た／江戸幕府がたおれる

／新政府による国づくりの始まり／欧米の国々に追

いつけ／人々の暮らしが変わった（まとめる） 

 

       

       

       

                           

                           ９ 近代国家を目ざして ⑨ 

ノルマントン号事件と条約改正／学習問題をつく

り、調べる計画を立てよう／自由民権運動が広まる

／国会が開かれる／日清・日露の戦い／日露戦争後

の日本と世界／産業の発展と世界で活躍する人々／

暮らしと社会の変化／まとめる 

 

 
３ 武士の政治が始まる ④ 

武士が現れる／源氏と平氏が戦う／幕府を開いた源頼

朝／元との戦い（まとめる） 

      

       

       

       

                            

                                                

 ４ 室町文化と力をつける人々 ④ 

室町時代に生まれた文化／簡素で静かな美しさ／今も

受けつがれる室町文化／産業の発達と力をつける人々

（まとめる） 

     10 戦争と人々の暮らし ⑦ 

戦火に焼けた日本／中国との戦争が始まる／アジ

ア・太平洋に広がる戦争／戦争と人々の暮らし／子

どもたちと戦争／おそいかかる空襲／沖縄・広島・

長崎、そして敗戦（まとめる） 

 

       

       

       

                            

                                                

 ５ 全国統一への動き ⑤ 

戦国の世の中／全国統一を目ざした織田信長／全国を

統一した豊臣秀吉／江戸幕府を開いた徳川家康（まと

める） 

     11 平和で豊かな暮らしを目ざして ⑥ 

焼けあとからの出発／もう戦争はしない／日本の独

立と国際社会への復帰／東京オリンピック・パラリ

ンピックが開かれる／産業の発展と国民生活の変化

／これからの日本とわたしたち（まとめる） 

 

       

       

       

                            

                                                

 ６ 幕府の政治と人々の暮らし ⑤ 

江戸を目ざす行列／江戸幕府と大名／人々の暮らしと

身分／鎖国への道／鎖国のもとでの交流（まとめる） 

     つなげる 

歴史を学ぶ意味を考え、未来につなげよう ② 

 

       

                           

                                                

 ○の中の数字は、配当時数。                                     
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小単元１ 国づくりへの歩み 配当時間 ７時間 
教科書 ６ 

P78～93 

目  標 

●大昔の日本でむらからくにへと変化したことについて理解

するとともに、遺跡や文化財、地図帳や年表などの各種の基

礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身につ

けるようにする。 

●縄文時代、弥生時代、古墳時代の特色、出来事や人物の関

連や意味を多角的に考える力、その時代の社会に見られる

課題を把握して、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたこと

を説明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

 

●大昔の日本の暮らしについて、主体的に学習の問題を解決しよ

うとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活

に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を

通して、日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、遺跡や文

化財、地図帳や年表などの資料で調

べ、必要な情報を集め、読み取り、

狩猟・採集や農耕の生活、古墳、大

和朝廷による統一の様子を理解し

ている。 

・調べたことを年表や図表などにまと

め、むらからくにへと人々の生活が

変化したことを理解している。 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などに着目して、問いを

見いだし、狩猟・採集や農耕の生活、

古墳の様子、大和朝廷による統一の

様子について考え、表現している。 

・狩猟・採集や農耕など人々の生活の

様子、古墳の広がり、国家の統一の

様子を関連付けたり総合したりし

て、この頃の世の中の様子を考え、

適切に表現している。 

・狩猟・採集や農耕の生活の変化につ

いて、予想や学習計画を立てたり、

学習を振り返ったりして、主体的に

学習問題を追究し、解決しようとし

ている。 
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大単元名：２ 日本の歴史  

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

オリエンテー

ション 

人々の願い

の今と昔 

P68～71 

【配時 1】 

選挙権の変化を調べ

て、過去から現在ま

でに社会は変わって

きたことを考え、表

現する。 

○「期日前投票の投票所に並ぶ

人々」と「選挙で投票するため

に人々」の写真を比べたり、選

挙権をもつ人の割合の変化を調

べたりして、社会の仕組みが変

わってきたことをつかむ。 

①「期日前投票の投票所に並

ぶ人々」と「選挙で投票する

ために並ぶ人々」の写真を比

較して、約 100 年前は女性が

選挙権をもっていなかったこ

とをつかむ。 

②選挙権をもつ人の割合の変

化をから選挙の仕組みが変化

してきたことを調べる。 

③社会の仕組みが変化してき

たことをつかみ、自分たちの

暮らす社会がどのようにつく

られてきたのかに関心をも

つ。 

【思判表】写真を比較し、約

100年前から現在までの社会

の変化について考え、表現し

ている。（発）（ノ） 
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小単元名：１ 国づくりへの歩み 【配当７時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

大昔の暮らし

をさぐろう 

P78～81 

【配時 1】 

想像図を読み取ったり

出土物などを調べたり

して、縄文時代の暮ら

しの様子を捉え、弥生

時代の様子と比較し

て、暮らしの変化を考

え、表現する。 

○「狩りや漁をしていたころの

様子」と「米づくりが広まった

ころの様子」の想像図を読み取

ったり、比較したりして、気づ

いたことや疑問点について話し

合う。 

◆大昔の人々が、狩りや漁、採

集を行って暮らしていたこと

や、そうした暮らしの様子が変

化していったこと。 

①「狩りや漁をしていたころ

の様子」の想像図から、人々

がどのような暮らしをしてい

たのかを読み取る。 

②P78 の写真や記述から、当

時の人々の暮らしについて調

べる。 

③「米づくりが広まったころ

の様子」の想像図から、人々

がどのような暮らしをしてい

たのかを読み取る。 

④２枚の想像図を比較して、

何が変化しているかを話し合

い、それはなぜかを予想す

る。 

【思判表】想像図を比べて、

その違いから、疑問を持ち、

人々の暮らしの変化やその

要因を考え、表現している。

（発）（ノ） 

学習問題をつ

くり、学習の

見通しを立て

よう 

P82～83 

【配時 1】 

２枚の想像図の読み取

りからわかったことや

疑問点に着目し、大昔

の人々の暮らしの変化

について学習問題をつ

くり、学習の見通しを

立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○２枚の想像図の読み取りか

ら、大昔の人々の暮らしの変化

について学習問題をつくり、学

習計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①２枚の想像図の読み取りか

らわかったことや考えたこ

と、知りたいことを話し合い、

学習問題をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

②学習問題に対する予想を出

し合う。 

③予想をもとに、学習問題を

解決していくための方法（調

べること・調べ方）について見

通しをもつ。 

【思判表】人々の暮らしの変

化について問いを見いだし、

学習問題として表現してい

る。（発）（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習問題 大昔の人々の暮らしは、どのように変わっていったのだろう。 
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米づくりが始

まる 

P84～85 

【配時 1】 

想像図を読み取ったり

米づくりに使われた道

具などを調べたりし

て、農耕による人々の

暮らしの変化を捉え

る。 

○米づくりの様子の想像図や田

げたや石包丁などの写真から、

この時代の米づくりの方法や作

業の特徴をつかみ、米づくりに

よってどのように暮らしが変わ

ったのかを考える。 

◆米づくりが始まって、人々は

集まって定住し、共同で作業を

行うようになったこと。 

①米づくりの様子の想像図や

田下駄、石包丁などの写真か

ら、この時代の米づくりの方

法や作業の特徴をつかむ。 

②米づくりによって、人々の

暮らし方がどのように変わっ

たのかを考える。 

③米づくりが始まったこと

で、人々の暮らしにどのよう

な変化が現れたのかをまとめ

る。 

【知技】想像図や写真などか

ら、農耕による生活の変化に

ついて捉えている。（発）（ノ） 

むらからくに

へ 

P86～87 

【配時 1】 

吉野ヶ里遺跡の様子な

どを調べ、むらからく

にへと変化していく社

会の動きを捉える。 

○吉野ヶ里遺跡やその出土物、

邪馬台国などについて調べ、む

らからくにへと移り変わったこ

ろの社会の変化をつかむ。 

◆米づくりが定着すると、むら

の規模に差が生じ、争いも生ま

れてきたこと。そうした中か

ら、他のむらを従える指導者が

王となり、くにがつくられるよ

うになったこと。 

①吉野ヶ里遺跡の写真や出土

品などから、大規模な集落が

生まれたころの様子を読み取

る。 

②どのようにしてむらからく

にへと移行したのか、それに

よってどんな変化があったの

かについて考える。 

③邪馬台国のコラムなどか

ら、王に率いられたくにの様

子をつかむ。 

【知技】吉野ヶ里遺跡の様子

や出土品などから、米づくり

がさかんになったことで

人々の暮らしや社会の様子

が変化していったことを捉

えている。（発）（ノ） 

古墳をつくっ

た人々 

P88～89 

【配時 1】 

古墳がつくられる様子

を想像図から読み取

り、朝廷や豪族の権力

の大きさを捉える。 

○大仙古墳の写真や「古墳づく

りの様子」の想像図から、古墳

造営に大勢の人や大量の物資、

高度な技術が必要であることを

つかみ、豪族の力の大きさや大

陸から伝わった技術の果たした

役割を考える。 

◆各地で強い勢力をもつ豪族が

現れたこと。巨大古墳は、大き

な力や富、大陸の進んだ技術を

用いてつくられたこと。 

①大仙古墳の大きさを調べ、

身近なものと比較するなどし

て規模を確かめる。 

②想像図から、大勢の人々が

さまざまな作業に取り組んで

いることを読み取る。 

③古墳造営の困難さについて

話し合い、誰が、どのような

目的でこのような古墳をつく

ったのかを話し合う。 

④古墳造営に必要な高度な技

術が、渡来人によって伝えら

れたことをつかむ。 

【知技】古墳造営を行った豪

族の権力の大きさや大陸と

のつながりを捉えている。

（発）（ノ） 
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古墳の広がり

と大和朝廷 

P90～91 

【配時 1】 

大和朝廷と地方豪族の

関係を調べ、国土が統

一されていったことを

捉える。 

○前方後円墳の分布や出土品 

を調べて、朝廷の支配の広がり 

や朝廷と各地の豪族との関係を 

考える。 

◆強い勢力をもつ豪族たちが連

合して大和朝廷をつくり、大王

の支配が広い範囲におよぶよう

になったこと。 

①前方後円墳の分布や出土し

た鉄剣・鉄刀から、広い範囲

に強い勢力をもつ豪族が現れ

たことをつかむ。 

②朝廷と各地の豪族との関係

や支配の広がりを考える。 

③「古事記」、「日本書紀」な

どに国の形成に対する昔の

人々の考え方が現れているこ

とを捉える。 

【知技】古墳の様子や分布な

どを読み取り、大和朝廷の支

配が広まったことを捉えて

いる。(発）（ノ） 

＜まとめる＞ 

P92～93 

【配時 1】 

調べたことをまとめ、

人々の暮らしや関係が

変化したことや国土が

統一されていったこと

を捉え、米づくりの広

まりと暮らしや社会の

変化の関係を考え、表

現する。 

〇学習してきた、縄文時代、弥

生時代、古墳時代の特徴につい

てまとめ、米づくりの広まりと

人々の暮らしや関係の変化か

ら、国土が統一されていった様

子を考える。 

①学習問題とキーワードを確

かめる。 

②学習してきた三つの時代の

名称や特徴をまとめる。 

③米づくりの広まりと人々の

暮らしの変化のつながりにつ

いて考え、図で表現する。 

④大昔の人々の暮らしの変化

について話し合う。 

【知技】米づくりの広まりと

ともに人々の暮らしや関係

が変化し、国土が統一されて

いったことについて理解し

ている。（発）（ノ）（テ） 

【思判表】米づくりの広まり

と人々の暮らしや社会の変

化を関連付けて考え、表現し

ている。（発）（ノ）（テ） 
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小単元２ 大陸に学んだ国づくり 配当時間 ７時間 
教科書 ６ 

P94～108 

目  標 

●天皇を中心とした政治の確立や文化の変化について理解す

るとともに、遺跡や文化財、地図帳や地球儀、年表などの各

種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を

身につけるようにする。 

●古代の日本の政治の仕組みや文化の特色、出来事や人物の

関連や意味を多角的に考える力、その時代の社会に見られ

る課題を把握して、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたこ

とを説明したり、それらをもとに議論したりする力を養

う。

 

●古代の日本の政治の仕組みについて、主体的に学習の問題を解

決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社

会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や

理解を通して、日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情

を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、遺跡や文

化財、地図帳や地球儀、年表などの

資料で調べ、必要な情報を集め、読

み取り、大陸文化の摂取、大化の改

新、大仏造営、貴族の生活や文化を

理解している。 

・調べたことを年表や図表などにまと

め、天皇を中心とした政治が確立

し、日本風の文化が生まれたことを

理解している。 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などに着目して、問いを

見いだし、大陸文化の摂取、大化の

改新、大仏造営、貴族の生活や文化

について考え、表現している。 

・大陸文化の摂取、大化の改新、大仏

造営、貴族の生活や文化の様子を関

連付けたり総合したりして、この頃

の世の中の様子を考え、適切に表現

している。 

・大陸の文化と日本の政治や文化との

関係について、予想や学習計画を立

てたり、見直したりして、主体的に

学習問題を追究し、解決しようとし

ている。  

・学習したことをもとに長い歴史を経

て築かれてきた日本の伝統や文化

と今日の自分たちの生活との関わ

りを考えようとしている。 
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小単元名：２ 大陸に学んだ国づくり 【配当７時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

大陸にわたっ

た人々 

P94～95 

【配時 1】 

遣唐使の派遣に着目

し、大陸の文化と日

本の国づくりについ

ての学習問題をつく

り、学習の見通しを

立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○遣唐使について調べ、日本が

長期間にわたって使節を送った

理由を考え、学習問題をつく

り、学習計画を立てる。 

◆日本から中国へ何度も遣唐使

が派遣され、使節は命がけの航

海をして大陸を目ざしたこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①遣唐使船の航海について調

べ、多くの困難を乗り越えて

大陸を目ざしていたことをつ

かむ。 

②遣唐使がどのような目的で

大陸を目ざしたのか、何を持

ち帰ったのかを調べる。 

③日本の国づくりと大陸の文

化との関係を考え、この頃の

日本の国づくりについて学習

問題をつくり、学習計画を立

てる。 

 

 

 

【思判表】遣唐使船の様子か

ら、問いを見いだし、学習問

題として表現している。（発）

（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

 

 

 

 

 

 

聖徳太子の理

想 

P96～97 

【配時 1】 

聖徳太子の考えや太

子が行った政治の特

色を調べ、天皇中心

の国づくりが進めら

れたことを捉える。 

○聖徳太子について調べ、どの

ような国づくりを目ざしていた

のか、太子の理想がその後の政

治にどのような影響を与えたの

かを考える。 

◆聖徳太子が、天皇中心の国づ

くりを目ざして十七条の憲法や

冠位十二階をつくり、大陸から

進んだ政治の仕組みや文化を取

り入れようとしたこと。 

①聖徳太子がどのようなこと

を行ったのかを調べる。 

②聖徳太子が目ざした国づく

りと、大陸の政治や文化との

関係を考える。 

③聖徳太子の行った政策によ

って、政治がどのように変わ

ったかを考える。 

【知技】聖徳太子が行った政

策から、天皇中心の国づくり

が進められたことを捉えて

いる。（発）（ノ） 

大化の改新と

新しい政治の

しくみ 

P98～99 

【配時 1】 

大化の改新や木簡に

記された内容を調

べ、天皇中心の中央

集権の仕組みが整え

られたことを捉え

る。 

○大化の改新とその後の改革の

内容や木簡に書かれていること

などを調べ、都と地方の関係に

ついて考え、天皇中心の政治の

仕組みについて捉える。 

◆大化の改新をきっかけに中央

集権の仕組みがつくられ、天皇

中心の国づくりが進められたこ

と。 

①大化の改新とその後の改革

の内容について調べる。 

②木簡が何に使われたのか考

えたり、貴族と庶民の食事を

比べたりして、都と地方との

関係について話し合う。 

③天皇中心の中央集権の体制

が整備されていったことをま

とめる。 

【知技】改革の内容や木簡な

どの資料から、天皇中心の中

央集権の仕組みがつくられ

ていったことを捉えている。

（発）（ノ） 

学習問題 大陸から伝わった文化は、日本の国づくりにどのように生かされたのだろう。 
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聖武天皇と大

仏づくり 

P100～101 

【配時 1】 

大仏造営の様子を調

べ、天皇を中心とし

た政治が確立したこ

とを捉える。 

○大仏づくりについて調べるこ

とを通じて、天皇中心の政治の

仕組みが整えられていったこと

を捉える。 

◆天皇が大きな力で全国を支配

する仕組みが整えられ、大仏造

営や国分寺の建設が進められた

こと。 

①大仏造営の様子を調べ、天

皇を中心とした政治が確立し

たことをつかむ。 

②聖武天皇・行基・大仏づく

りに携わった民衆などの立場

から大仏づくりへの思いを話

し合う。 

③国分寺の分布図などから、

国をあげての大事業が行われ

天皇中心の支配の仕組みが整

えられたことをつかむ。 

【知技】大仏造営や国分寺の

建立などの国家的事業を通

して、天皇中心の政治の仕組

みが整ったことを捉えてい

る。（発）（ノ） 

海をこえた人

やもの 

P102～103 

【配時 1】 

大仏が完成したころ

の日本とアジアの

国々との交流を調べ

ることを通して、日

本の国づくりへの大

陸の政治や文化の影

響を捉える。 

○鑑真が来日した経緯や正倉院

の宝物などを調べ、日本の国づ

くりとアジアの国々との関わり

について考える。 

◆日本は中国との交流を通し

て、アジアの国々の文化の影響

を受けていること。 

①鑑真が来日した経緯から、

鑑真の思いや日本に招いた

人々の願いを考える。 

②P94～95 も振り返りなが

ら、遣唐使たちが果たした役

割について考える。 

③正倉院宝物や地図から、日

本とアジアの国々とのつなが

りについて考える。 

【知技】鑑真の来日や正倉院

の宝物と外国から出土した

品々との比較から、日本の国

づくりとアジアの国々との

関わりについて捉えている。

（発）（ノ） 

藤原道長と貴

族の暮らし 

P104～105 

【配時 1】 

貴族の暮らしの様子

を調べ、貴族が栄え

た頃の文化と今日の

暮らしや文化とのつ

ながりに関心を持て

るようにする。 

○貴族の屋敷や暮らしの様子に

ついて調べ、貴族の栄えた頃の

政治の様子をつかむ。 

◆貴族が力をもって政治の中心

を担うようになり、貴族の暮ら

しの中から、今につながる文化

も生まれてきたこと。 

①貴族の屋敷の想像図から、

貴族の暮らしの様子を読み取

る。 

②藤原氏が行った政治を調

べ、貴族が栄えた時代の社会

の様子をつかむ。 

③貴族が栄えた時代の社会や

文化の特色をつかみ、現在に

も受け継がれているものがあ

ることに気づく。 

【態】調べたことをもとに、

貴族が栄えた頃の文化と今

日の自分たちの暮らしや文

化との関わりを考えようと

している。（発）（ノ） 

日本独自の文

化が生まれる 

P106～107 

 

＜まとめる＞ 

P108 

【配時 1】 

大和絵やかな文字の

成立などを調べ、新

しい日本風の文化が

生まれたことを捉え

る。 

また、調べたことを

まとめ、天皇中心の

国づくりが進められ

たことや日本独自の

文化が生まれたこと

を捉え、大陸の文化

と日本の国づくりを

関連付けて考え、表

現する。 

○大和絵やかな文字を手がかり

に、貴族の時代に生まれた文化

を調べ、日本独自の文化がつく

られたことをつかむ。 

◆大陸の文化の強い影響のもと

で発展してきた日本で、それら

を消化・吸収した、日本固有の

文化が形づくられたこと。 

①大和絵やかな文字などを手

がかりにして、貴族の時代に

生まれた文化について調べ

る。 

②「源氏物語」、「枕草子」な

どを通して、貴族社会で生ま

れた文化が現代まで続くよさ

をもっていることをつかむ。 

③大陸の文化を消化・吸収し

て、日本独自の文化様式がつ

くられたことを理解する。 

④「まとめる」（P108）も活

用して、本単元の学習をまと

める。 

【知技】天皇中心の政治体制

がつくられたこと、大陸の文

化を消化・吸収した日本独自

の文化が発達していったこ

とを理解している。（発）（ノ）

（テ） 

【思判表】大陸から伝わった

文化と日本の国づくりを関

連付けて考え、表現してい

る。（発）（ノ） 
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小単元３ 武士の政治が始まる 配当時間 ４時間 
教科書 ６ 

P110～118 

目  標 

●武士による政治が始まったことについて理解するとともに、

絵画資料や文化財、地図帳や年表などの各種の基礎的資料を

通して、情報を適切に調べまとめる技能を身につけるように

する。 

●武士による政治の特色、出来事や人物の関連や意味を多角

的に考える力、その時代の社会に見られる課題を把握し

て、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたことを説明した

り、それらをもとに議論したりする力を養う。

 

●武士が現れたことによる世の中の変化について、主体的に学習

の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習し

たことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角

的な思考や理解を通して、日本の歴史や伝統を大切にして国を

愛する心情を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、絵画資料

や文化財、地図帳や年表などの資料

で調べ、必要な情報を集め、読み取

り、源平の戦い、鎌倉幕府の始まり、

元との戦いの様子を理解している。 

・調べたことを年表や図表などにまと

め、武士による政治が始まったこと

を理解している。 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などに着目して、問いを

見いだし、源平の戦い、鎌倉幕府の

始まり、元との戦いについて考え、

表現している。 

・源平の戦い、鎌倉幕府の始まり、元

との戦いの様子を関連付けたり総合

したりして、この頃の世の中の様子

を考え、適切に表現している。 

・武士が現れたことによる世の中の変

化について、予想や学習計画を立て

たり、学習を振り返ったりして、主

体的に学習問題を追究し、解決しよ

うとしている。 
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小単元名：３ 武士の政治が始まる 【配当４時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

武士が現れる 

P110～111 

【配時 1】 

武士の暮らしの様子

に着目し、武士が現

れた後の社会につい

て学習問題をつく

り、学習の見通しを

立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○武士の館の想像図から、武士

の暮らしの様子を読み取り、武

士の世の中について調べていく

学習問題をつくり、学習計画を

立てる。 

◆武士が武芸を身につけ、各地

で力をつけてきたこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①武士の館の想像図から、武

士の暮らしの様子を読み取

る。 

②館とその周辺に住んでいる

人々の関係について考え、地

方や都で武士が現れたことを

捉える。 

③貴族の暮らしとの違いに着

目しながら、武士が活躍した

世の中について調べていく学

習問題をつくり、学習計画を

立てる。 

 

 

 

 

【思判表】武士の館の様子か

ら、問いを見いだし、学習問

題として表現している。（発）

（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

 

 

 

 

 

源氏と平氏が

戦う 

P112～113 

【配時 1】 

源氏と平氏の戦いを

調べ、武士が力をも

った経緯を捉える。 

○源平の戦いの経緯を調べ、武

士がどのようにして力をもつよ

うになったのかを考える。 

◆武士の中で源氏と平氏が力を

のばし、戦いの結果、源氏が平

氏を滅ぼしたこと。 

①源氏と平氏の戦いを時系列

で整理しながら、それぞれの

戦いの経緯やエピソードを調

べる。 

②源氏と平氏の戦いの結果、

源氏が勝利して武士が政権を

握るまでの流れをつかむ。 

③武士が力をもつようになっ

た背景をつかみ、武士がどの

ような政治を目ざしたのか予

想する。 

【知技】平氏の隆盛や源平の

戦いから、武士が力をつけて

いった経緯を理解している。

（発）（ノ） 

幕府を開いた

源頼朝 

P114～115 

【配時 1】 

鎌倉幕府の成立や、

幕府と御家人の関係

を調べ、幕府の政治

の仕組みについて捉

える。 

○鎌倉の地形的特徴や、幕府と

御家人の関係を調べ、武士によ

る政治の仕組みについて考え

る。 

◆源頼朝が武士による政治を始

め、幕府と御家人は土地を仲立

ちとしてつながっていたこと。

武士の力が朝廷をしのぐように

なったこと。 

①鎌倉の地形的な特徴を読み

取り、これまでの政治の中心

地との違いを考える。 

②「ご恩と奉公」、「いざ鎌

倉」という言葉に着目し、幕

府と御家人の関係について話

し合う。 

③幕府の政治の仕組みや朝廷

との関係を調べ、鎌倉幕府の

特徴を考える。 

【知技】鎌倉幕府の成立の経

緯や幕府と御家人の関係か

ら、幕府の政治の仕組みを理

解している。（発）（ノ） 

学習問題 武士が現れて、世の中はどのように変わり、 

武士はどのような政治を行ったのだろう。 
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元との戦い 

P116～117 

 

＜まとめる＞ 

P118 

【配時 1】 

元との戦いとその後

の幕府と御家人の関

係を調べ、鎌倉幕府

の政治がゆらいでい

ったことを捉える。 

また、調べたことを

まとめ、武士による

政治が始まったこと

や幕府と御家人の関

係を捉え、鎌倉幕府

の政治の特徴につい

て考え、表現する。 

○元との戦いの様子を調べ、こ

の戦いが幕府にどのような影響

を与えたのかを考える。 

◆元との２度の戦いの結果、

「ご恩と奉公」の関係がくず

れ、鎌倉幕府が衰えていったこ

と。 

①元軍と日本の武士との戦い

の様子を読み取る。 

②武士は何を求めて戦ったの

か、幕府はどのように対応し

たのかを調べる。 

③元との戦いの後、幕府と御

家人との関係がどのように変

化していったのかを考える。 

④「まとめる」（P118）も活

用して、本単元の学習をまと

め、学習を振り返る。 

【知技】武士の政治が始まっ

た経緯や幕府と御家人の関

係から、鎌倉幕府の政治の仕

組みを理解している。（発）

（ノ）（テ） 

【思判表】鎌倉幕府の政治の

特徴について考え、表現して

いる。（発）（ノ） 
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小単元４ 室町文化と力をつける人々 配当時間 ４時間 
教科書 ６ 

P120～127 

目  標 

●今日の生活文化につながる室町文化が生まれたことについ

て理解するとともに、絵画資料や文化財、地図帳や年表など

の各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技

能を身に付けるようにする。 

●室町時代の文化の特色、出来事や人物の関連や意味を多角

的に考える力、その時代の社会に見られる課題を把握し

て、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたことを説明した

り、それらをもとに議論したりする力を養う。

 

●室町時代の文化について、主体的に学習の問題を解決しようと

する態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生

かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通し

て、日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、絵画資料

や文化財、地図帳や年表などの資料

で調べ、必要な情報を集め、読み取

り、室町時代の代表的な建築物や絵

画などの特徴を理解している。 

・調べたことを年表や図表などにまと

め、今日の生活文化につながる室町

文化が生まれたことを理解してい

る。 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化財などに着目して、問いを見

いだし、室町時代の文化について考

え、表現している。 

・代表的な建造物や絵画などと当時の

社会の様子を関連付けたり総合した

りして、この頃の文化の特徴を考え、

適切に表現している。 

・室町時代の文化について、予想や学

習計画を立てたり、学習を振り返っ

たりして、主体的に学習問題を追究

し、解決しようとしている。  

・学習したことをもとに長い歴史を経

て築かれてきた日本の伝統や文化

と今日の自分たちの生活との関わ

りを考えようとしている。 
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小単元名：４ 室町文化と力をつける人々 【配当４時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

室町時代に生

まれた文化 

P120～121 

【配時 1】 

室町時代の建造物に

着目して、新たな文

化が生まれたことに

ついての学習問題を

つくり、学習の見通

しを立てる。 

 

 

 

 

 

 

○金閣・銀閣について調べ、

書院造の写真を見て気づいた

ことを話し合い、学習問題を

つくり、学習計画を立てる。 

◆室町時代には書院造の部屋

がつくられ、足利義満・義政

によって金閣・銀閣が建てら

れたこと。 

 

 

 

 

①金閣・銀閣について調べ

る。 

②書院造の写真と現在の和室

を比べ、気づいたことを話し

合う。 

③室町時代に生まれた文化に

ついて調べる学習問題をつく

り、学習計画を立てる。 

 

 

 

 

 

【思判表】金閣寺や銀閣寺の

様子から、問いを見いだし、

学習問題として表現してい

る。（発）（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

 

 

 

簡素で静かな

美しさ 

P122～123 

【配時 1】 

水墨画や茶の湯、生

け花などを調べ、室

町時代の文化の特徴

や現在まで文化が受

け継がれていること

を捉える。 

○室町時代に盛んになった水

墨画や茶の湯、生け花などに

ついて調べる。 

◆室町時代には、雪舟によっ

て日本風の水墨画が完成さ

れ、茶の湯や生け花などもさ

かんになったこと。 

①「天橋立図」を見て、感じ

たことを話し合う。 

②雪舟の業績を調べる。 

③茶の湯や生け花などについ

て調べる。 

④水墨画、茶の湯、生け花の

特徴を捉え、現代まで受け継

がれてきた理由について話し

合う。 

【知技】水墨画や茶の湯、生

け花などから、室町時代の文

化の特徴やそれらの文化が

現代まで受け継がれている

ことを理解している。（発）

（ノ） 

今も受けつが

れる室町文化 

P124～125 

【配時 1】 

能や狂言について調

べ、室町時代に生ま

れた文化と今日の暮

らしや文化とのつな

がりに関心を持てる

ようにする。 

○能や狂言について調べ、室

町時代の文化と今日の暮らし

や文化とのつながりを考え、

表現する。 

◆田楽や猿楽が能や狂言に発

展したこと。室町時代の文化

は、現代に受け継がれている

こと。 

①「月次風俗図屏風」と「壬

生の花田植」の資料を見て、

気づいたことを話し合う。 

②能や狂言について調べる。 

③「狂言師の野村萬斎さんの

話」を読んで、室町時代に生

まれた芸能が現代に受け継が

れていることの意味について

考え、表現する。 

【態】調べたことをもとに、

室町時代の文化と今日の自

分たちの暮らしや文化との

関わりを考えようとしてい

る。（発）（ノ） 

産業の発達と

力をつける

人々 

P126 

 

＜まとめる＞ 

P127 

【配時 1】 

中世の産業の様子を

調べ、文化が生まれ

た背景を捉える。 

また、調べたことを

まとめ、室町時代の

文化の特徴を捉え、

文化が現代まで受け

継がれてきた意味に

ついて考え、表現す

る。 

〇中世の産業の発達について

調べ、人々の中から現代につ

ながる文化が生まれたことを

考える。 

◆中世に産業が発達し、民衆

が力をつけたこと。人々の暮

らしの中から生まれた文化は

現代にも受け継がれているこ

と。 

①「農作業の様子」の想像図

を見て、気づいたことを話し

合う。 

②さまざまな技術の発達によ

って、人々の暮らしや農業生

産の様子はどのように変化し

ていったのかを調べる。 

③人々の暮らしや産業の変化

が室町文化に与えた影響を考

える。 

④「まとめる」（P127）も活

用して、本単元の学習をまと

め、学習を振り返る。 

【知技】人々の暮らしや産業

の変化を背景に、室町時代の

文化が生まれ、現代まで受け

継がれてきたことを理解し

ている。（発）（ノ）（テ） 

【思判表】室町時代の文化の

特徴や現代まで受け継がれ

てきたことを考え、表現して

いる。（発）（ノ） 

  

学習問題 室町時代には、どのような文化が生まれたのだろう。 
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小単元５ 全国統一への動き 配当時間 ５時間 
教科書 ６ 

P128～140 

目  標 

●戦国の世が統一されたことを理解するとともに、絵画資料や

文化財、地図帳や地球儀、年表などの各種の基礎的資料を通

して、情報を適切に調べまとめる技能を身につけるようにす

る。 

●信長・秀吉・家康の政治の特色、出来事や人物の関連や意

味を多角的に考える力、その時代の社会に見られる課題を

把握して、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたことを説明

したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

 

●信長・秀吉・家康の全国統一について、主体的に学習の問題を

解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを

社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考

や理解を通して、日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心

情を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、絵画資料

や文化財、地図帳や地球儀、年表な

どの資料で調べ、必要な情報を集

め、読み取り、キリスト教の伝来、

信長・秀吉・家康の全国統一、江戸

幕府の始まりについて理解してい

る。 

・調べたことを年表や図表などにまと

め、戦国の世の中が統一されたこと

を理解している。 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などに着目して、問いを

見いだし、キリスト教の伝来、信長・

秀吉・家康の全国統一について考え、

表現している。 

・キリスト教の伝来、信長・秀吉・家

康の全国統一、江戸幕府の始まりの

様子を関連付けたり総合したりし

て、この頃の世の中の様子を考え、

適切に表現している。 

・信長・秀吉・家康の全国統一につい

て、予想や学習計画を立てたり、学

習を振り返ったりして、主体的に学

習問題を追究し、解決しようとして

いる。 
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小単元名：５ 全国統一への動き 【配当５時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

戦国の世の中 

P128～131 

【配時 2】 

長篠の戦いの様子に

着目し、戦国の世の

中から全国が統一さ

れたことについて学

習問題をつくり、学

習の見通しを立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○長篠の戦いの絵図から気づい

たことを話し合い、戦国の世の

中になった経緯や信長・秀吉・

家康の３人のおおまかな経歴に

ついて調べて、学習問題をつく

り、学習計画を立てる。 

◆応仁の乱の後、日本は戦国の

世の中になり、外国から伝わっ

た鉄砲が戦いに使われるように

なったこと。 

 

 

 

 

 

 

 

①長篠の戦いの絵図を読み取

り、気づいたことを発表する。 

②教科書の文章や地図などか

ら、戦国の世の中になった経

緯や、当時の様子を調べる。 

③３人の武将の人物年表か

ら、３人の武将によって、戦国

の世の中がこの後どのように

統一されていくのか話し合

う。 

④全国統一がどのように進め

られていくのかについて学習

問題をつくり、学習計画を立

てる。 

 

 

【思判表】長篠の戦いの様子

から、問いを見いだし、学習

問題として表現している。

（発）（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

 

 

 

 

 

全国統一を目

ざした織田信

長 

P132～135 

【配時 1】 

織田信長が行った政

治やキリスト教の伝

来を調べ、全国統一

に向けて信長が果た

した役割を捉える。 

○信長が全国統一を目ざして行

った業績を調べ、当時の人々の

思いや信長の果たした役割を考

える。 

◆信長は、対抗勢力を武力で抑

え込みながら、商工業をさかん

にしたりキリスト教を保護した

りするなど、新しい考え方で政

治を進めたこと。 

①「安土城と城下町」の想像

図から、信長の政治がどのよ

うなものだったのかを考え

る。 

②信長はどのようにして全国

統一を進めようとしたのかを

調べる。 

③「南蛮図屏風」や文章から

全国統一を目指す信長がなぜ

外国との関係を強めたのか考

える。 

④全国統一を進めるために信

長の行ったことをまとめ、果

たした役割を考える。 

【知技】想像図や絵図を読み

取り、信長の政治の特徴を捉

えている。（発）（ノ） 

全国を統一し

た豊臣秀吉 

P136～137 

【配時 1】 

豊臣秀吉が行った政

治を調べ、全国統一

に向けて秀吉が果た

した役割を捉える。 

○秀吉が全国統一を目ざして行

った業績を調べ、当時の人々の

思いや秀吉の果たした役割を考

える。 

◆秀吉は信長の政治を引き継い

で全国統一を達成し、検地や刀

狩の政策を進めたこと。 

①秀吉はどのようにして全国

統一を進めようとしていたの

かを調べる。 

②当時の人々が秀吉のことを

どのように思っていたかを、

調べたことを根拠にして考え

る。 

③全国統一を進めるために秀

吉の行ったことをまとめ、果

たした役割を考える。 

【知技】全国を統一した秀吉

が、どのような社会の仕組み

をつくったのかを捉えてい

る。（発）（ノ） 

学習問題 ３人の武将は、どのように世の中を治めて、全国を統一していったのだろう。 
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江戸幕府を開

いた徳川家康 

P138～139 

 

＜まとめる＞ 

P140 

【配時 1】 

徳川家康が行った政

治を調べ、全国統一

に向けて家康が果た

した役割を捉える。 

また、調べたことを

まとめ、３人の武将

によって戦国の世の

中が統一されたこと

を捉え、３人の武将

の業績を比較し、全

国統一に果たした役

割を考え、表現す

る。 

○家康が江戸幕府を開くまでの

経緯を調べ、信長・秀吉・家康

の政治をまとめる。 

◆家康が対立する大名を破り、

江戸幕府を開いたこと。大規模

な工事などを通して、大名への

支配を強めたこと。 

①家康はどのようにして江戸

幕府を開いたのかを調べる。 

②「江戸図屏風」や地図など

から家康の政治の特徴を考え

る。 

③「まとめる」（P140）も活

用して、本単元の学習をまと

め、学習を振り返る。 

【知技】信長・秀吉の後を継

いだ家康が、どのようにして

支配を固めたのかを捉え、全

国が統一されて新しい時代

が始まったことを理解して

いる。（発）（ノ）（テ） 

【思判表】３人の武将の政治

を比較し、それぞれの政治が

全国統一に果たした役割に

ついて考え、表現している。

（発）（ノ） 
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小単元６ 幕府の政治と人々の暮らし 配当時間 ５時間 
教科書 ６ 

P142～152 

目  標 

●武士による政治が安定したことについて理解するとともに、

絵画資料や文化財、地図帳や地球儀、年表などの各種の基礎

的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身につけ

るようにする。 

●江戸幕府の政治の特色、出来事や人物の関連や意味を多角

的に考える力、その時代の社会に見られる課題を把握し

て、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたことを説明した

り、それらをもとに議論したりする力を養う。

 

●江戸幕府の政治について、主体的に学習の問題を解決しようと

する態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生

かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通し

て、日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、絵画資料

や文化財、地図帳や地球儀、年表な

どの資料で調べ、必要な情報を集

め、読み取り、参勤交代や身分制度、

鎖国などの幕府の政策について理

解している。 

・調べたことを年表や図表などにまと

め、武士による政治が安定したこと

を理解している。 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などに着目して、問いを

見いだし、参勤交代や身分制度、鎖

国などの幕府の政策について考え、

表現している。 

・参勤交代や鎖国、身分制度などの幕

府の政策を関連付けたり総合したり

して、この頃の世の中の様子を考え、

適切に表現している。 

・江戸幕府の政治について、予想や学

習計画を立てたり、学習を振り返っ

たりして、主体的に学習問題を追究

し、解決しようとしている。  
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小単元名：６ 幕府の政治と人々の暮らし 【配当５時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

江戸を目ざす

行列 

P142～143 

【配時１】 

大名行列の様子に着

目し、江戸幕府の政

治について学習問題

をつくり、学習の見

通しを立てる。 

 

 

 

 

 

 

○大名行列の想像図を読み取

り、大名行列が行われるように

なった理由を考え、江戸幕府の

政治の仕組みや社会の様子につ

いて学習問題をつくり、学習計

画を立てる。 

◆江戸時代には、各地の大名が

行列をつくり、多くの日数と費

用をかけて江戸に向かったこ

と。 

 

 

 

①想像図を読み取り、気づ

いたことや疑問に思ったこ

とを出し合う。 

②大名行列が行われたのは

なぜかを予想する。 

③江戸幕府の政治の仕組み

や社会の様子について調べ

ていく学習問題をつくり、

学習計画を立てる。 

 

 

【思判表】大名行列の様子

から、問いを見いだし、学習

問題として表現している。

（発）（ノ） 

【態】学習問題について予

想や学習計画を立て主体的

に追究しようとしている。

（発）（行）（ノ） 

 

 

 

江戸幕府と大

名 

P144～145 

【配時１】 

大名の配置図や武家

諸法度、参勤交代の

制度などを調べ、江

戸幕府の大名支配の

仕組みを捉える。 

○大名配置図や武家諸法度、参

勤交代の制度などを調べ、江戸

幕府がどのような仕組みや考え

方で大名を支配したのかを考え

る。 

◆江戸幕府が、大名たちが力を

つけられないような仕組みをつ

くり、強い力で全国を支配した

こと。 

 

①将軍にあいさつする大名

たちの絵などから、江戸幕

府の支配が強まったことを

確認する。 

②大名の配置にはどのよう

な特徴があるかを話し合

う。 

③武家諸法度などから幕府

がどのような考え方で大名

を支配したのかを調べる。 

④江戸幕府と大名の関係に

ついてまとめる。 

【知技】江戸幕府の政策か

ら、大名支配の考え方や、そ

の仕組みを捉えている。

（発）（ノ） 

人々の暮らしと

身分 

P146～147 

【配時１】 

身分制度のもとでの

人々の暮らしを調

べ、江戸幕府の人々

に対する支配の仕組

みを捉える。 

○村や町に住む人々の暮らしの

様子を調べ、幕府が人々をどの

ように治めていたかを捉える。 

◆身分制度が確立し、人々は決

められた役割をおって暮らして

いたこと。 

 

①村に住む人々の暮らしの

様子や、百姓に対する幕府

の政策を調べる。 

②都市に住む人々の暮らし

の様子や、町人に対する幕

府の政策を調べる。 

③身分制度が確立したこと

と、幕府の支配との関係に

ついて考える。 

【知技】江戸幕府の人々に

対する支配の仕組みを捉え

ていえる。（発）（ノ） 

鎖国への道 

P148～149 

【配時１】 

鎖国の経緯や内容を

調べ、鎖国政策が幕

府の支配に及ぼした

影響を捉える。 

○幕府が鎖国政策をとるまでの

経緯を調べ、鎖国政策が国内に

もたらした影響を考える。 

◆鎖国政策によって、江戸幕府

が国内の支配をゆるぎないもの

にし、貿易の利益も独占するよ

うになったこと。 

①絵ふみの様子から、江戸

時代に外国との交流が変化

していったことを捉える。 

②鎖国にいたる経緯を調

べ、何を目的にして行われ

たのかを考える。 

③鎖国政策は国内にどのよ

うな影響をもたらしたかを

考える。 

【知技】鎖国の経緯などか

ら鎖国政策が幕府の支配を

強めたことを理解してい

る。（発）（ノ） 

 

学習問題 江戸幕府は、どのようにして全国を治めていったのだろう。 
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鎖国のもとでの

交流 

P150～151 

 

＜まとめる＞ 

P152 

【配時１】 

鎖国下での外国との

交流を調べ、幕府の

外交政策や交易の様

子を捉える。 

また、調べたことを

まとめ、江戸幕府の

政治によって、武士

の政治が安定したこ

とを捉え、幕府の政

策と人々の暮らしや

社会の様子を関連付

けて考え、表現す

る。 

○鎖国のもとで行われた近隣諸

国との交流を調べ、外国との交

流が与えた影響を考える。 

◆鎖国政策のもとでも、対馬・

薩摩・松前を窓口として近隣諸

国との行き来や交易が行われて

いたこと。 

 

①鎖国によって、外国との

交流はどうなったのかを予

想する。 

②対馬・薩摩・松前を窓口

として、他の国や地域と交

流が行われていたことを調

べる。 

③鎖国のもとで、日本が他

の国や地域とどのような関

係で結ばれていたのかをま

とめる。 

④「まとめる」（P152）も活

用して、本単元の学習をま

とめ、学習の過程を振り返

る。 

【知技】江戸幕府と外国と

の関係を捉え、江戸幕府の

政治の仕組みが武士による

政治を安定させたことを理

解している。（発）（ノ）（テ） 

【思判表】幕府の政策が

人々の支配にどのような影

響を与えたかを考え、表現

している。（発）（ノ） 
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小単元７ 新しい文化と学問 配当時間 ６時間 
教科書 ６ 

P154～166 

目  標 

●町人の文化が栄え新しい学問がおこったことについて理解

するとともに、絵画資料や文化財、地図帳や年表などの各種

の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身

につけるようにする。 

●江戸時代の文化や学問の特色、出来事や人物の関連や意味

を多角的に考える力、その時代の社会に見られる課題を把

握して、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたことを説明し

たり、それらをもとに議論したりする力を養う。

 

●江戸時代の文化や学問について、主体的に学習の問題を解決し

ようとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生

活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解

を通して、日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養

う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、絵画資料

や文化財、地図帳や年表などの資料

で調べ、必要な情報を集め、読み取

り、代表的な江戸文化や国学や蘭学

の特徴を理解している。 

・調べたことを年表や図表などにまと

め、町人の文化が栄え新しい学問が

おこったことを理解している。 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化財などに着目して、問いを見

いだし、江戸時代の文化について考

え、表現している。 

・代表的な江戸時代の文化や学問、当

時の社会の様子を関連付けたり総合

したりして、この頃の文化や学問の

特徴を考え、適切に表現している。 

・江戸時代の文化について、予想や学

習計画を立てたり、学習を振り返っ

たりして、主体的に学習問題を追究

し、解決しようとしている。  

・学習したことをもとに長い歴史を経

て築かれてきた日本の伝統や文化

と紺にとの自分たちの生活との関

わりを考えようとしている。 
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小単元名：７ 新しい文化と学問 【配当６時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

都市のにぎわ

いと人々の楽

しみ 

P154～155 

【配時 1】 

江戸のまちのにぎわ

いに着目し、江戸時

代の文化や学問につ

いての学習問題をつ

くり、学習の見通し

を立てる。 

 

 

 

 

 

 

○江戸のまちのにぎわいや人々

の様子から、この時代にどのよ

うな文化や学問が生まれたのか

を調べていく学習問題をつく

り、学習計画を立てる。 

◆大都市を中心に人々が力をつ

け、新しい文化が生まれたこと。 

 

 

 

 

 

①「熈代勝覧」を読み取り、気

づいたことや考えたことを発

表し合う。 

②江戸時代の都市の様子や経

済の発達について調べる。 

③豊かになった人々が生み出

した文化や学問について調べ

ていく学習問題をつくり、学

習計画を立てる。 

 

 

 

【思判表】日本橋のにぎわ

いの様子から、問いを見い

だし、学習問題として表現

している。（発）（ノ） 

【態】学習問題について、

予想や学習計画を立て主体

的に追究しようとしてい

る。（発）（行）（ノ） 

 

 

 

 

活気あふれる

町人の文化 

P156～157 

【配時 1】 

歌舞伎や浮世絵など

を調べ、江戸時代の

町人文化の特徴を捉

える。 

○歌舞伎を楽しむ人々の様子や

浮世絵などから、この頃に生み

出された文化の特徴をつかみ、

人々に親しまれた理由を考え

る。 

◆江戸時代には歌舞伎や浮世絵

などが生み出され、人々の人気

を得たこと。 

 

①「歌舞伎を楽しむ人々」の

様子から、歌舞伎に対する

人々の思いを考える。 

②歌舞伎や浮世絵を例に、こ

の時代に生み出された文化に

ついて調べる。 

③歌舞伎や浮世絵がさかんに

なった理由を考え、江戸時代

の文化の特徴をまとめる。 

【知技】江戸時代に生まれた

文化の特徴を、時代背景と関

連付けて捉えている。（ノ） 

今につながる

江戸の文化 

P158～159 

【配時 1】 

江戸時代の人々の楽

しみを調べ、江戸時

代の文化と今日の暮

らしや文化とのつな

がりに関心を持てる

ようにする。 

〇浮世絵や写真から、江戸時代

の人々の楽しみを調べ、この頃

に生み出された文化が現代にも

受け継がれていることを理解す

る。 

◆江戸時代には人々が楽しむ文

化が生まれ、現代の暮らしの中

に受け継がれていること。 

①新しい文化を生み出す背景

となった江戸時代の社会の様

子を調べる。 

②浮世絵や写真から、江戸時

代の人々の楽しみを調べ、現

在の文化とのつながりを考え

る。 

③江戸時代に生まれた文化が

現代まで受け継がれてきた意

味を考え、話し合う。 

【態】調べたことをもとに、

江戸時代の文化と今日の自

分たちの生活との関わりを

考えようとしている。（発）

（ノ） 

文化を支えた

産業と交通 

P160～161 

【配時 1】 

江戸時代の人やもの

の動きを調べ、産業

の発展に伴って流通

網が急速に整備さ

れ、人々の暮らしが

変化したことを捉え

る。 

○江戸時代の交通や産業の発達

について調べ、人々の暮らしの

変化との関係について考える。 

◆交通や産業の発達によって、

人々の暮らしが変わっていった

こと。 

①浮世絵や地図から、江戸や

大阪を中心として日本各地が

陸路・海路で結ばれ、流通が

さかんになったことを読み取

る。 

②農村での生産や暮らしの変

化を調べる。 

③流通が発達し、生産力が高

まることによって人々の暮ら

しや社会の様子がどのように

変わったのかを考える。 

【知技】浮世絵や地図から、

交通網が発達したことや、そ

れに伴って流通がさかんに

なったり人々の暮らしが変

わったりしたことを捉えて

いる。（発）（ノ） 

学習問題 江戸時代には、どのような文化や学問が生まれたのだろう。 
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新しい学問 

P162～163 

【配時 1】 

「解体新書」の作成

や伊能忠敬の地図づ

くり、本居宣長の業

績などを調べ、江戸

時代の新しい学問の

特徴を捉える。 

○「解体新書」や伊能忠敬の地

図作成の過程、本居宣長の業績

を調べ、新しい学問を求める

人々の取り組みを捉える。 

◆江戸時代には、蘭学や国学な

どの新しい学問がおこったこ

と。 

①２枚の人体図の比較や「解

剖の見学」の様子の想像図か

ら、気づいたことを話し合

う。 

②「解体新書」が出版された

経緯や、伊能忠敬、本居宣長

らの業績を調べる。 

③江戸時代におこった新しい

学問とその影響についてまと

める。 

【知技】江戸時代におこった

学問の特徴を捉えている。

（発）（ノ） 

人々と学問、

新しい時代へ

の動き 

P164～165 

 

＜まとめる＞ 

P166 

【配時 1】 

寺子屋や藩校の広が

り、百姓一揆や打ち

こわしの増加などを

調べ、教育の広がり

が人々に与えた影響

を捉える。 

また、調べたことを

まとめ、江戸時代に

町人の文化や新しい

学問が生まれ、人々

に広まったことを捉

え、その背景や影響

を考え、表現する。  

○江戸時代の寺子屋や藩校の広

がり、百姓一揆や打ちこわしに

ついて調べ、幕府を取り巻く環

境の変化により人々の幕府に対

する不満が高まったことを捉え

る。 

◆江戸時代には寺子屋、藩校、

私塾がつくられ、教育が広がっ

ていったこと。幕府の飢饉や外

国への対応に対して人々の不満

が高まったこと。 

①「寺子屋の様子」から、江

戸時代の教育の様子を読み取

る。 

②寺子屋や藩校、私塾でどの

ような教育が行われていたの

かを調べる。 

③百姓一揆や打ちこわしのグ

ラフなどから、江戸幕府に対

する人々の不満が広がってい

たことを読み取る。 

④教育の広がりや幕府を取り

巻く環境の変化が世の中に与

えた影響について考える。 

④「まとめる」（P166）も活

用して、本単元の学習をまと

める。 

【知技】江戸時代に町人によ

る文化や新しい学問が広ま

ったことを理解している。

（発）（ノ）（テ） 

【思判表】江戸時代に生まれ

た文化や学問について社会

の変化と関連付けて考え、表

現している。（発）（ノ） 
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小単元８ 明治の新しい国づくり 配当時間 ６時間 
教科書 ６ 

P170～182 

目  標 

●日本が明治維新を機に欧米の文化を取り入れつつ近代化を

進めたことについて理解するとともに、絵画・写真資料や文

化財、地図や地球儀、年表などの各種の基礎的資料を通して、

情報を適切に調べまとめる技能を身につけるようにする。 

●明治時代の近代化の特色、出来事や人物の関連や意味を多

角的に考える力、その時代の社会に見られる課題を把握し

て、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたことを説明した

り、それらをもとに議論したりする力を養う。

 

●明治時代の近代化について、主体的に学習の問題を解決しよう

とする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に

生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通

して、日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、絵画・写

真資料や文化財、地図帳や地球儀、

年表などの資料で調べ、黒船の来

航、廃藩置県や四民平等などの改

革、文明開化による社会の変化など

を理解している。 

・調べたことを年表や図表などにまと

め、日本が明治維新を機に欧米の文

化を取り入れつつ近代化を進めた

ことを理解している。 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などに着目して、問いを

見いだし、黒船の来航、廃藩置県や

四民平等などの改革、文明開化など

ついて考え、表現している。 

・黒船の来航、廃藩置県や四民平等な

どの改革、文明開化による社会の変

化などを関連付けたり総合したりし

て、この頃の世の中の様子を考え、

適切に表現している。 

・明治時代の近代化について、予想や

学習計画を立てたり、学習を振り返

ったりして、主体的に学習問題を追

究し、解決しようとしている。 
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小単元名：８ 明治の新しい国づくり 【配当６時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

新しい世の中

へ 

P170～171 

【配時 1】 

２枚の浮世絵の人々

や教育の様子の違い

から、江戸時代が終

わり、新しい時代に

なったことを考え、

表現する。 

○明治時代と江戸時代の高輪の

様子を描いた浮世絵を比較しな

がら、新しい時代になってどの

ような変化があったのかを考え

る。 

◆まちや人々の様子が大きく変

わった背景には、政治や社会の

仕組みの変化があったこと。 

①「明治時代の初め（1872

年）の高輪の様子」から、

人々や建物、乗り物の様子を

読み取る。 

②「江戸時代（1850 年ごろ）

にえがかれた高輪の様子」と

比べ、どのような変化があっ

たのかを考える。 

③新しい時代に変わっていっ

た理由を話し合う。 

【思判表】明治時代と江戸時

代の浮世絵を比較し、疑問を

持ち、新しい世の中に変わっ

たことを考え、表現してい

る。（発）（ノ） 

黒船が来た 

P172～173 

【配時 1】 

黒船来航とそれに対

する幕府の対応に着

目し、新しい国づく

りについての学習問

題をつくり、学習の

見通しを立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

○黒船来航の様子とその目的、

それに対する幕府の対応や外国

との条約の内容が政治や社会の

仕組みに与えた影響を考え、学

習問題をつくり、学習計画を立

てる。 

◆ペリー艦隊の来航によって鎖

国が終わるとともに、外国と不

平等な条約を結び、貿易が始ま

ったこと。 

 

 

 

 

 

①ペリー艦隊と防備を固める

人々の絵から、当時の人々や

幕府が黒船来航をどのように

捉えていたかを読み取る。 

②ペリーが来航した目的や幕

府の対応について調べる。 

③外国と結んだ条約の内容を

つかみ、それによって国内に

どのような影響があったのか

を考え、学習問題をつくり、学

習計画を立てる。 

 

 

【思判表】明治時代の国づく

りについて問いを見いだし、

学習問題として表現してい

る。（発）（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

江戸幕府がた

おれる 

P174～175 

【配時 1】 

開国による人々の暮

らしの変化や新しい

政治を目ざす動きを

調べ、武士の世の中

が終わった経緯を捉

える。 

○幕府に対する人々の不満の高

まりや、新しい政治を目ざす動

きの強まりについて調べ、江戸

幕府が倒れた経緯をつかむ。 

◆国内の政治への不満や開国の

影響によって、幕府に代わる新

しい政治を求める動きが強ま

り、江戸幕府が倒れ、武士の政

治が終わったこと。 

①幕末の米の値段の移り変わ

りのグラフなどから、江戸幕

府に対する人々の不満が広が

っていたことを読み取る。 

②武士の中からも、幕府の政

治を批判する勢力が出てきた

ことを調べる。 

③江戸幕府が倒れた経緯と要

因をまとめる。 

【知技】開国による影響や幕

府の対応を西郷・大久保・木

戸らの働きと関連付けて、江

戸幕府が倒れた経緯を捉え

ている。（発）（ノ） 

新政府による

国づくりの始ま

り 

P176～177 

【配時 1】 

明治政府が行った廃

藩置県や身分制度な

どの改革を調べ、天

皇中心の新しい国づ

くりを目ざしたこと

を捉える。 

○明治政府が行った諸改革によ

って、社会がどのように変わっ

ていったのかを調べる。 

◆明治政府が、欧米諸国に学び

ながら、天皇を中心とした政治

を進め、行政制度や身分制度を

改革して社会を変えていったこ

と。 

①岩倉使節団についての資料

から、明治政府がどこから新

しい政治や文化を学ぼうとし

ていたのかを読み取る。 

②五か条の御誓文から、政府

がどのような方針で国づくり

を進めたのかを調べる。 

③政府の諸改革を調べ、それ

によって社会がどのように変

わったのかを考える。 

【知技】明治政府が行った廃

藩置県や身分制度の改革に

より、新しい政治の仕組みが

整ったことを捉えている。

（発）（ノ） 

学習問題 明治の新しい国づくりは、何を目ざして、どのように進められたのだろう。 
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欧米の国々に

追いつけ 

P178～179 

【配時 1】 

明治政府が、富国強

兵の政策を行ったこ

とを調べ、欧米諸国

に追いつけるような

国づくりを目ざした

ことを捉える。 

○明治政府が進めた富国強兵の

国づくりについて調べ、それに

よって政府が何を目ざしたのか

を考える。 

◆政府が、地租改正や徴兵令に

よって国を強くし、外国に学ん

で近代的な産業をおこして国を

豊かにすることで、欧米諸国に

追いつこうとしたこと。 

①地租改正や徴兵令について

資料を活用して調べる。 

②産業を発展させるために、

政府がどのようなことを行っ

たのかを調べる。 

③①②を通して、政府はどの

ような国を目ざして国づくり

を進めたのかを考える。 

【知技】地租改正や徴兵令、

殖産興業をもとに、明治政府

は、富国強兵政策を進め、欧

米諸国に追いつく国づくり

を目ざしたことを捉えてい

る。（発）（ノ） 

人々の暮らし

が変わった 

P180～181 

 

＜まとめる＞ 

P182 

【配時 1】 

人々の暮らしやまち

の様子の変化を調

べ、新しい時代にな

って西洋風の文化や

考え方が取り入れら

れたことを捉える。 

また、調べたことを

まとめ、日本は欧米

の文化を取り入れて

近代化を進めたこと

を捉え、明治政府が

どのような国を目ざ

したのかを政策など

と関連付けて考え、

表現する。 

○明治時代になり、人々の暮ら

しやまちの様子、考え方がどの

ように変わったのかを調べる。 

◆西洋風の文化や考え方を積極

的に取り入れ、人々の暮らしや

意識、社会の制度が変化したこ

と。 

①明治初め頃の東京の様子の

絵から、まち並みや人々の様

子の変化を読み取る。 

②学校制度や暮らしにどのよ

うな変化があったのか、絵画

や年表などから調べる。 

③福澤諭吉の業績について調

べ、人々の生活や考え方の変

化、現代の暮らしへの影響を

考える。 

④「まとめる」（P182）も活

用して、本単元の学習をまと

める。 

【知技】明治の近代化が欧

米の文化や政治の仕組みを

取り入れて進められたこと

を理解している。（発）

（ノ）（テ） 

【思判表】明治政府の改革の

内容や世の中の様子の変化

から、どのような国づくりが

目ざされていたのかを考え、

表現している。（発）（ノ） 
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小単元９ 近代国家を目ざして 配当時間 ９時間 
教科書 ６ 

P184～201 

目  標 

●日本の国力が充実し国際的地位が向上したことについて理

解するとともに、絵画・写真資料や文化財、地図帳や地球儀、

統計や年表などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に

調べまとめる技能を身につけるようにする。 

●条約改正に向けた取り組みの特色、出来事や人物の関連や

意味を多角的に考える力、その時代の社会に見られる課題

を把握して、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたことを説

明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

 

●条約改正に向けた取り組みについて、主体的に学習の問題を解

決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社

会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や

理解を通して、日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情

を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、絵画・写

真資料や文化財、地図帳や地球儀、

統計や年表などの資料で調べ、条約

改正、大日本帝国憲法の発布、日清・

日露の戦争、科学の発展などを理解

している。 

・調べたことを年表や図表などにまと

め、日本の国力が充実し国際的地位

が向上したことを理解している。 

・世の中の様子などに着目して、問い

を見いだし、条約改正、大日本帝国

憲法の発布、日清・日露の戦争、科

学の発展などについて考え、表現し

ている。 

・条約改正、大日本帝国憲法の発布、

日清・日露の戦争、科学の発展など

を関連付けたり総合したりして、こ

の頃の世の中の様子を考え、適切に

表現している。 

・条約改正に向けた取り組みについ

て、予想や学習計画を立てたり、学

習を振り返ったりして、主体的に学

習問題を追究し、解決しようとして

いる。 
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小単元名：９ 近代国家を目ざして 【配当９時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

ノルマントン号

事件と条約改

正 

P184～185 

【配時 1】 

ノルマントン号事件

について調べ、不平

等条約の改正を願う

人々の思いを考え、

表現する。 

○不平等条約の影響や、政

府・国民の考えを調べ、条約

改正までの動きに興味をも

つ。 

◆政府が西洋化・近代化を進

めて条約改正を実現させよう

としたこと。ノルマントン号

事件をきっかけに、条約改正

を求める国内の声が強まった

こと。 

①条約改正に向けての取り組

みを調べる。 

②ノルマントン号事件に対し

て国民がどのように考えてい

たのかを調べる。 

③条約改正に対する人々の思

いを考える。 

【思判表】ノルマントン号事

件の経緯などから、疑問を持

ち、人々が不平等条約の改正

を願っていたことを考え、表

現している。（発）（ノ） 

学習問題をつく

り、学習計画を

立てよう 

P186～187 

【配時 1】 

条約改正への歩みに

着目し、条約改正を

達成するまでの出来

事について学習問題

をつくり、学習の見

通しを立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○二つの年表の読み取りか

ら、不平等条約について学習

問題をつくり、学習計画を立

てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①二つの年表の読み取りから

わかったことや考えたことや

知りたいことを話し合い、学

習問題をつくる。 

 

 

 

 

 

②学習問題に対する予想を出

し合う。 

③学習問題を解決していくた

めの方法（調べること・調べ

方）について見通しをもつ。 

【思判表】不平等王役の改正

について問いを見いだし、学

習問題として表現している。

（発）（ノ） 

 

 

 

 

 

 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

 

 

自由民権運動

が広まる 

P188～189 

【配時 1】 

西南戦争や自由民権

運動の高まりについ

て調べ、人々が新し

い政治に対して持っ

ていた願いを捉え

る。 

○自由民権運動や西南戦争に

ついて調べ、人々がどのような

政治を期待していたのかを考

える。 

◆明治政府が行った政策に対

しては反対の動きもあったこ

と。広く国民の意見を取り入

れた政治を求める運動が起こ

り、広まったこと。 

①西南戦争など各地で起こっ

た士族の反乱を調べ、明治政

府の諸改革との関連を考え

る。 

②自由民権運動の演説会にせ

りふをつけ、人々が政治に求

めていたことを考える。 

③自由民権運動が何を求め、

どのように広がっていったの

かを調べ、その影響について

考える。 

【知技】国民の意見を政治

に取り入れることを求め

て、自由民権運動が起こっ

たことを理解している。

（発）（ノ） 

国会が開かれ

る 

P190～191 

【配時 1】 

大日本帝国憲法の発

布や国会の開設につ

いて調べ、明治政府

が目ざした政治のあ

り方がどのように実

現したのかを捉え

る。 

○大日本帝国憲法の条文や大

日本帝国憲法下での政治の仕

組み、制定の過程から、明治

政府が目ざした政治のあり方

について考える。 

◆大日本帝国憲法が制定さ

れ、天皇主権のもとで国民の

権利も一定認められるように

①大日本帝国憲法の条文や大

日本帝国憲法下での政治の仕

組み、制定までの過程を調

べ、政府がどのような国を目

ざしていたのかを話し合う。 

②民間でつくられた憲法案を

調べ、人々がどのような願い

をもっていたのかを考える。 

【知技】大日本帝国憲法の内

容や国会を開いたことから、

明治政府が目ざした政治の

考え方を捉えている。（発）

（ノ） 

学習問題 不平等条約の改正は、どのようにして実現されたのだろう。 
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なったこと。憲法にもとづい

て議会政治が始まったこと。 

③選挙が行われ国会が開かれ

たことについて調べ、その意

味を考える。 

日清・日露の

戦い 

P192～193 

【配時 1】 

日清・日露戦争につ

いて調べ、日本と世

界の国々との関係の

変化を捉える。 

○二つの戦争の様子と結果を

調べ、日本と周りの国々との

関係がどのように変わったの

かを考える。 

◆日清戦争に勝利した日本は

大陸へ勢力をのばす足がかり

をつかみ、これを警戒するロ

シアとの間で日露戦争が起こ

ったこと。 

①風刺画から、当時の東アジ

アの情勢を読み取る。 

②地図やグラフなどから、二

つの戦争の様子や影響を調べ

る。 

③二つの戦争によって、日本

と周りの国々との関係がどの

ように変わったのかを考え

る。 

【知技】二つの戦争の経緯や

結果から、日本と世界の国々

との関係がどのように変化

したか捉えている。（発）（ノ） 

日露戦争後の

日本と世界 

P194～195 

【配時 1】 

日露戦争の影響や朝

鮮併合、条約の改正

について調べ、日本

と外国との関係の変

化を多面的に捉え

る。 

○日露戦争後の様子や朝鮮併

合の経緯を調べ、その影響に

ついて多面的に考えるととも

に、不平等条約が改正された

背景や理由を考える。 

◆日本が大きな犠牲を出しな

がらも日露戦争に勝利し、さ

らに朝鮮を併合したこと。日

本が国力を向上させていく中

で条約改正が達成されたこ

と。 

①日露戦争が国内に与えた影

響や、国民がそれをどう受け

止めていたのかを調べる。 

②朝鮮併合の経緯を調べ、朝

鮮の人々にとってどういう意

味をもったのかを考える。 

③不平等条約が改正された背

景や理由を考える。 

【知技】日本と外国との関係

の変化やその影響をさまざ

まな立場から多面的に捉え

ている。（発）（ノ） 

産業の発展と

世界で活躍す

る人々 

P196～197 

【配時 1】 

産業の発展や日本人

の国際社会での活躍

について調べ、日本

の国力が充実したこ

とや国際的な地位が

向上したことを捉え

る。 

○日本の産業がどのように発

達していったのかを調べ、そ

の影響について考える。 

◆産業の発展の一方で公害問

題も発生したこと。日本人が

国際社会で活躍するようにな

ったこと。 

①軽工業・重工業が発達し、

生産力が向上したことをつか

む。 

②公害問題の発生について調

べる。 

③日本人が国際社会で活躍す

るようになってきたことにつ

いて調べる。 

【知技】日本の産業や科学の

発展から、国力が充実したこ

とや国際社会での地位が向

上したことを理解している。

（発）（ノ） 

暮らしと社会の

変化 

P198～199 

【配時 1】 

暮らしの変化や権利

を求める運動につい

て調べ、社会が変化

したことを捉える。 

○女性運動や全国水平社、普

通選挙運動について調べ、

人々が求めていた社会のあり

方について考える。 

◆近代化の進展を背景に、民

主的な社会を求めるさまざま

な運動が起こったこと。 

①産業の変化に伴って、人々

の暮らしも変化したことを調

べる。 

②米騒動や女性運動、全国水

平社の運動、普通選挙運動な

どを通して、人々が何を求め

ていたのかを調べる。 

③人々が求めていた社会のあ

り方と民主主義の考え方につ

いて話し合う。 

【知技】暮らしの変化ととも

に人々が民主主義を求める

社会に変化したことを捉え

ている。（発）（ノ） 

＜まとめる＞ 

P200～201 

【配時 1】 

調べたことをまと

め、明治政府の政策

による社会の変化や

産業・科学の発展を

捉え、条約改正の達

成と関連付け、日本

の国際的地位が向上

したことを考え、表

現する。 

〇学習してきた、条約改正に

向けた明治政府の動きをまと

め、どのように条約改正が達

成されたか考える。  

①学習問題とキーワードを確

かめる。 

②学習してきた条約改正が達

成されるまでの出来事を年表

にまとめる。 

③条約改正の達成を伝えるラ

ジオニュースの原稿をつく

り、条約がどのようにして改

正されたのかを考える。 

【知技】明治政府の政策によ

って社会が変化したことや

産業や科学が発展したこと

を理解している。（発）（ノ）

（テ） 

【思判表】明治時代の政治や

社会の変化と条約改正を関

連付け、日本の国力や国際社

会での地位の向上を考え、表
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④大日本帝国憲法下での政治

の仕組みや選挙権の拡大につ

いて確かめる。 

現している。（発）（ノ） 
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小単元 10 戦争と人々の暮らし 配当時間 ７時間 
教科書 ６ 

P204～218 

目  標 

●日本がかつて戦争をし、国内外に大きな被害を出したことに

ついて理解するとともに、写真資料や遺跡、文化財、地図帳

や地球儀、統計や年表などの各種の基礎的資料を通して、情

報を適切に調べまとめる技能を身につけるようにする。 

●日中戦争や日本に関わる第二次世界大戦の特色、出来事や

人物の関連や意味を多角的に考える力、その時代の社会に

見られる課題を把握して、歴史を学ぶ意味を考える力、考

えたことを説明したり、それらをもとに議論したりする力

を養う。

 

●日中戦争や日本に関わる第二次世界大戦について、主体的に学

習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習

したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多

角的な思考や理解を通して、日本の歴史や伝統を大切にして国

を愛する心情を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、写真資料

や遺跡、文化財、地図帳や地球儀、

統計や年表などの資料で調べ、日中

戦争や日本に関わる第二次世界大

戦の経緯や被害、戦争中の人々の暮

らしを理解している。 

・調べたことを年表や図表などにまと

め、日本がかつて戦争をし、国内外

に大きな被害を出したことを理解

している。 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などに着目し、問いを見

いだし、日中戦争や日本に関わる第

二次世界大戦について考え、表現し

ている。 

・日中戦争や第二次世界大戦の経緯や

被害、戦争中の人々の暮らしなどを

関連付けたり総合したりして、この

頃の世の中の様子を考え、適切に表

現している。 

・日中戦争や日本に関わる第二次世界

大戦の経緯や被害、戦争中の人々の

暮らしについて、予想や学習計画を

立てたり、学習を振り返ったりして、

主体的に学習問題を追究し、解決し

ようとしている。  
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小単元名：10 戦争と人々の暮らし 【配当７時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

戦火に焼けた

日本 

P204～205 

【配時 1】 

空襲の被害を受けた

東京のまちと現在の

様子に着目し、戦争

と人々の暮らしにつ

いての学習問題をつ

くり、学習の見通し

を立てる。 

 

 

 

 

 

 

○東京大空襲の被害の様子を調

べ、戦争とその時代の人々の暮

らしに関心を持ち、学習問題を

つくり、学習計画を立てる。 

◆空襲で多くの人々が犠牲にな

り、東京をはじめたくさんの都

市が大きな被害を受けた戦争を

日本が戦ったこと。 

 

 

 

 

 

①東京大空襲の写真を見て気

づいたことを話し合う。 

②東京大空襲での人的・物的

な被害を調べる。 

③戦争とその時代について関

心をもったことから学習問題

をつくり、学習計画を立て

る。 

 

 

 

 

 

 

【思判表】東京大空襲の被害

から、問いを見いだし、学習

問題として表現している。

（発）（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

 

 

 

 

 

中国との戦争

が始まる 

P206～207 

【配時 1】 

満州国の建国や中国

大陸で戦線が拡大し

ていった経緯を調

べ、日中戦争がどの

ようなものかを捉え

る。 

○日本が中国大陸に進出し、中

国との間で戦争が起こるまでの

経緯について調べる。 

◆日本が国内の不況を打開する

ために中国大陸に進出したこと

から、国際社会で孤立してい

き、最終的に、中国との戦争が

始まったこと。 

①満州に渡った人々の暮らし

や思いから、日本が中国大陸

に進出していった経緯を調べ

る。 

②満州国建国が国際社会の反

感を買い、日本が孤立してい

ったことを捉える。 

③中国大陸で戦線が広がり、

戦いが長期化していったこと

を調べる。 

④日本と中国との戦争がどの

ようなものだったのかについ

て考え、まとめる。 

【知技】日中戦争が始まった

経緯と、その後中国全土に戦

線が拡大していったことを

理解している。（発）（ノ） 

アジア・太平洋

に広がる戦争 

P208～209 

【配時 1】 

戦争が、アジア・太

平洋の広い範囲に拡

大していった経緯や

背景を調べ、その影

響を捉える。 

○戦争がアジア・太平洋地域へ

と広がっていった経緯と背景を

調べ、日本の状況や他の地域に

与えた影響について考える。 

◆日本がアメリカ・イギリスと

も戦争を始め、戦域を広げてい

ったこと。資源の不足と戦力の

違いや、占領地で起こった抵抗

運動によって、日本が徐々に追

い込まれていったこと。 

①年表と地図から、戦争がア

ジア・太平洋地域へと広がっ

ていく経過を読み取る。 

②グラフから、日本とアメリ

カの航空機生産力の違いが何

を意味するかを考える。 

③戦況の変化や占領した地

域、植民地の人々に与えた影

響について考える。 

【知技】年表や地図から、戦

争がアジア・太平洋地域に広

がっていったことを読み取

り、その影響を捉えている。

（発）（ノ） 

 

学習問題 日本が戦った戦争は、どのような戦争だったのだろう。 

それによって、人々の暮らしはどうなったのだろう。 
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戦争と人々の

暮らし 

P210～211 

【配時 1】 

戦争中の暮らしの様

子を調べ、戦争が

人々の暮らしに与え

た影響を捉える。 

○戦争が人々の暮らしにどのよ

うな影響をあたえたのかを調

べ、当時の人々の思いを考え

る。 

◆国が戦争をおし進めることに

総力をあげていった結果、人々

の暮らしが物心両面で大きな制

約を受けるようになっていった

こと。 

①写真や年表から人々の暮ら

しの様子が変わっていったこ

とを調べる。 

②戦争の状況が悪化するにし

たがい、資源や物資が不足し

ていったことをつかむ。 

③標語がつくられた理由と当

時の人々の思いを考える。 

【知技】戦争中の国の政策に

よって、人々の暮らしが影響

を受けたことを捉えている。

（発）（ノ） 

子どもたちと戦

争 

P212～213 

【配時 1】 

戦争中の子どもたち

の暮らしの様子を調

べ、戦争が子どもた

ちの暮らしに与えた

影響を考え、表現す

る。 

○戦争中の子どもたちの暮らし

の様子を調べ、当時の子どもた

ちの思いや願いを考える。 

◆教科書や学校行事への戦争の

影響が色濃くなり、戦争遂行の

ための教育が行われていたこ

と。 

①戦争中の子どもたちの暮ら

しを予想する。 

②写真や当時の子ども向けの

発行物などから、戦争中の子

どもたちの暮らしについて調

べる。 

③戦争が子どもたちの暮らし

にどのような影響を与えたの

か話し合う。 

【知技】戦争が当時の子ども

の暮らしに与えた影響を捉

えている。（発）（ノ） 

おそいかかる

空襲 

P214～215 

【配時 1】 

空襲による被害や日

本各地に残る戦争遺

跡を調べ、戦争によ

って国民が受けた被

害の大きさを捉え

る。 

○空襲の様子と被害の大きさに

ついて調べ、戦争が国民生活に

及ぼした影響について考える。 

◆アメリカ軍の反撃によって、

日本各地が空襲を受け、大きな

被害を受けたこと。 

①写真から空襲の様子につい

て捉え、空襲を受けた都市の

被害について推測する。 

②日本各地での空襲の被害に

ついて調べる。 

③疎開体験者に話を聞いたり

地域に残る戦争遺跡を調べた

りして、国民が受けた被害に

ついて話し合う。 

【知技】空襲によって国民が

受けた被害の大きさについ

て捉えている。（発）（ノ） 

沖縄・広島・長

崎、そして敗戦 

P216～217 

 

＜まとめる＞ 

P218 

【配時 1】 

沖縄戦や広島・長崎

への原爆投下を調

べ、大きな犠牲の上

に戦争が終結したこ

とを捉える。 

また、調べたことを

まとめ、戦争によっ

て国内外に大きな被

害があったことを捉

え、戦争の人々の暮

らしへの影響を考

え、表現する。 

○沖縄戦や広島・長崎の原爆被

害について調べ、この戦争が大

きな犠牲をはらって終わったこ

とを理解し、戦争の学習から学

んだことを表現する。 

◆沖縄戦、広島・長崎への原爆

投下によって、多くの非戦闘員

の命が奪われ、さらに、満州や

樺太などでも多くの人が犠牲に

なり、戦争が終結したこと。 

①沖縄戦の様子と被害につい

て調べる。 

②広島・長崎に投下された原

爆による被害について調べ

る。 

③日本が敗戦を迎えるまでの

経緯を調べ、戦争が国内外に

大きな被害を出して終わった

ことをつかむ。 

④「まとめる」（P218）も活用

して、本単元の学習をまと

め、学習を振り返る。 

【知技】戦争が日本や他の国

の人々に大きな被害を与え

たことを理解している。（発）

（ノ）（テ） 

【思判表】戦争の経過と暮ら

しの様子の変化を関連付け、

戦争が人々の暮らしに与え

た影響を考え、表現してい

る。（発）（ノ） 
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小単元 11 平和で豊かな暮らしを目ざして 配当時間 ８時間 
教科書 ６ 

P220～233 

目  標 

●戦後日本は民主的な国家として出発し、国民生活が向上し、

国際社会の中で重要な役割を果たしてきたことについて理

解するとともに、写真資料、地図帳や地球儀、統計や年表な

どの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる

技能を身につけるようにする。 

●戦後の日本の政治や社会の特色、出来事や人物の関連や意

味を多角的に考える力、その時代の社会に見られる課題を

把握して、歴史を学ぶ意味を考える力、考えたことを説明

したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

 

●戦後の日本について、主体的に学習の問題を解決しようとする

態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそ

うとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、

日本の歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・世の中の様子、人物の働きや代表的

な文化遺産などについて、写真資

料、地図帳や地球儀、統計や年表な

どの資料で調べ、日本国憲法の制

定、オリンピック・パラリンピック

の開催などを理解している。 

・調べたことを年表や図表などにまと

め、戦後日本は民主的な国家として

出発し、国民生活が向上し、国際社

会の中で重要な役割を果たしてき

たことを理解している。 

・世の中の様子に着目し、問いを見い

だし、戦後の日本の政治や社会につ

いて考え、表現している。 

・日本国憲法の制定、オリンピック・

パラリンピックの開催と社会の変化

を関連付けたり総合したりして、戦

後日本は民主的な国家として出発

し、国民生活が向上し、国際社会の

中で重要な役割を果たしてきたこと

を考えたり、学習してきたことをも

とに、歴史を学ぶ意味を考えたりし

て、適切に表現している。  

・戦後の日本の政治や社会について、

予想や学習計画を立てたり、学習を

振り返ったりして、主体的に学習問

題を追究し、解決しようとしている。  

・学習してきたことをもとに今日の自

分たちの生活と過去の出来事との

関わりを考えたり、過去の出来事を

もとに現在及び将来の発展を考え

たりするなど、歴史を学ぶ意味を考

えようとしている。 
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小単元名：11 平和で豊かな暮らしを目ざして 【配当６時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

焼けあとから

の出発 

P220～221 

【配時 1】 

戦争が終わった頃の

暮らしの様子に着目

し、戦後の新しい社

会についての学習問

題をつくり、学習の

見通しを立てる。 

 

 

 

 

 

 

○戦争が終わった頃の暮らしの

様子を調べ、人々がどのような

社会を目ざしたのかを考えなが

ら、学習問題をつくり、学習の

計画を立てる。 

◆戦争が終わった頃の暮らしは

とても厳しいものであったこ

と、その中で人々は暮らしを立

て直していったこと。 

 

 

①写真から、戦争が終わった

頃の様子を調べ、人々の暮ら

しを推測する。 

②おばあさんの話などから、

さらに調べたいことや疑問を

出し合う。 

③戦後の社会や人々の暮らし

について学習問題をつくり、

学習計画を立てる。 

 

【思判表】戦争が終わった後

の人々の暮らしの様子から、

問いを見いだし、学習問題と

して表現している。（発）（ノ） 

【態度】学習問題について予

想や学習計画を立て主体的

に追究しようとしている。

（発）（行）（ノ） 

 

 

 

 

もう戦争はしな

い 

P222～223 

【配時 1】 

日本国憲法の制定や

さまざまな改革を調

べ、日本が目ざした

新しい社会のあり方

について捉える。 

○日本国憲法やさまざまな改革

を調べ、戦後の日本が目ざした

民主的な社会について考える。 

◆日本国憲法が制定され、国民

主権の原則のもとで、平和で民

主的な社会づくりが目ざされて

いったこと。 

①写真から、戦後の日本が民

主的で平和な社会になったこ

とをつかむ。 

②日本国憲法やさまざまな制

度の改革について調べる。 

③戦後の日本が目ざした社会

のあり方について話し合う。 

【知技】日本国憲法やさまざ

まな改革の内容をつかみ、戦

後、日本が民主的な国家を目

ざしてきたことを捉えてい

る。（発）（ノ） 

日本の独立と

国際社会への

復帰 

P224～225 

【配時 1】 

 

サンフランシスコ平

和条約の締結や韓国

や中国との国交の正

常化について調べ、

日本が国際社会に復

帰した過程を捉え

る。 

○日本が独立を回復した経緯や

韓国や中国との国交の正常化に

ついて調べ、これらのことが国

内外に及ぼした影響について考

える。 

◆終戦から７年目に日本が独立

を回復し、国際連盟にも加入し

て国際社会へ復帰したこと。終

戦まで日本が植民地として支配

していた韓国や戦争で被害を与

えた中国と国交が正常化したこ

と。 

①アメリカに占領されていた

日本が独立を回復した経緯を

つかむ。 

②日本が韓国や中国と国交を

正常化した経緯について、戦

前や戦争中の出来事を振り返

りながら調べる。 

③戦後、日本がどのように国

際社会に復帰していったのか

をまとめる。 

【知技】サンフランシスコ平

和条約の締結や韓国や中国

との国交の正常化などから、

日本が国際社会に復帰した

ことを理解している。（発）

（ノ） 

東京オリンピッ

ク・パラリンピッ

クが開かれる 

P226～227 

【配時 1】 

東京オリンピック・

パラリンピックの開

催について調べ、戦

後、日本が復興し、

社会が変化したこと

について捉える。 

〇東京オリンピック・パラリン

ピックの開催について調べ、日

本が復興し、人々の暮らしが変

化したことについて理解する。 

◆日本がオリンピック・パラリ

ンピックを開催できるまで復興

したこと。交通や施設などの整

備が進み、人々の暮らしが変化

したこと。 

①東京オリンピック・パラリ

ンピックについて調べる。 

②東京オリンピック・パラリ

ンピックの前後に社会がどの

ように変化したのかを調べ

る。 

③東京オリンピック・パラリ

ンピックを見た日本の国民や

外国の人々の思いについて考

える。 

【知技】日本がオリンピッ

ク・パラリンピックを開催

できるまでに復興し、社会

が変化したことを捉えてい

る。（発）（ノ） 

学習問題 戦争のあと、人々はどのように今のような社会を築いていったのだろう。 
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産業の発展と

国民生活の変

化 

P228～229 

【配時 1】 

産業や経済の発展を

調べ、社会の様子や

人々の暮らしがどの

ように変化していっ

たのかを捉える。 

○産業や経済の発展と人々の暮

らしの向上をつなげて考え、経

済成長がもたらした変化につい

て理解する。 

◆日本の産業が急速に発展し、

人々の暮らしが向上したこと。

その一方で、公害の問題が起き

たこと。 

①写真から産業や経済が急速

に発展していった様子につい

て調べる。 

②経済の発展によって人々の

暮らしがどのように変化した

のかを調べる。 

③産業が発展していく一方

で、公害の問題も起こったこ

とをつかむ。 

【知技】資料を読み取ったり

家の人から話を聞いたりし

て、経済が急速に発展したこ

ろの暮らしの変化について

捉えている。（発）（ノ） 

これからの日

本とわたしたち 

P230～232 

 

＜まとめる＞ 

P233 

【配時 1】 

戦後の近隣諸国との

関係や残された課題

を調べ、国際社会の

一員として友好や信

頼の関係を築いてい

くことの大切さ捉え

る。 

また、調べたことを

まとめ、戦後、さま

ざまな改革を行い、

国際社会からの信頼

を回復したことを捉

え、戦後の日本の社

会を考え、表現して

いる。  

○日本と近隣の国々やアメリカ

との間に残された課題に目を向

け、これからの社会のあり方に

ついて考える。 

◆日本と近隣の国々との間に

は、解決していかなければなら

ない課題が残されていること。

ともに発展していくために、平

和で友好的な関係を築いていく

ことが重要であること。 

 

①日本と近隣の国々やアメリ

カとの結びつきや残された課

題について調べる。 

②今日の日本が抱えている課

題についておさえる。 

③今日の社会が築かれてきた

経緯を振り返り、これからの

社会のあり方について考え、

話し合う。 

④「まとめる」（P233）も活

用して、本単元の学習をまと

め、学習を振り返る。 

【知技】戦後、日本が民主的

な国づくりを目ざし、国際社

会からの信頼を回復すると

ともに、人々の暮らしも向上

していった。一方で、課題も

残されていることを理解し

ている。（発）（ノ）（テ） 

【思判表】戦後の出来事や社

会の変化から、戦後の日本の

政治や国民生活、国際社会で

の役割を考え、表現してい

る。（発）（ノ） 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

＜つなげる＞ 

歴史を学ぶ意

味を考え、未

来につなげよ

う 

P236～237 

【配時 2】 

歴史の学習から学ん

だことと自分たちの

暮らしや現在の社会

とのつながりを考

え、今後、自分が大

切にしていきたいこ

とを意見文にまとめ

る。 

○歴史上の人物や出来事から学

んだことをもとに、自分の考え

を意見文にまとめる。 

◆歴史から学んだことと自分た

ちの暮らしとのつながりを考

え、歴史上の人物やできごとを

今後の自分たちや社会のあり方

に生かすことができるというこ

と。 

①ノートや作品などから、こ

れまで学習してきたことを振

り返り、選挙権の拡大を例に

歴史上の出来事と自分たちの

暮らしや現在の社会とのつな

がりについて話し合う。 

③歴史上の人物や出来事から

学んだことをもとに、これか

らの自分たちや社会に大切だ

と思うことや自分の考えをメ

モにまとめて話し合う。 

③話し合ったことをもとに、

意見文にまとめる。 

【思判表】歴史上の人物やで

きごとから学んだことを自

分たちの暮らしや現在の社

会と関連付けて考え、表現し

ている。（発）（ノ） 

【態】歴史上の人物や出来事

から学んだことを、これから

の社会や自分たちのあり方

に生かそうとしている。（発）

（行）（ノ） 
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大単元３ 世界の中の日本 配当時間 15 時間 
教科書 ６ 

P238～287 

 

目  標 

●日本と関係の深い国の人々の生活やグローバル化する国際

社会における日本の役割について理解するとともに、地図帳

や地球儀、統計や年表などの各種の基礎的資料を通して、情

報を適切に調べまとめる技能を身につけるようにする。 

●日本と関係の深い国の人々の生活の特色、グローバル化す

る国際社会における日本の役割、相互の関連や意味を多角

的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決

に向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたこ

とや選択・判断したことを説明したり、それらをもとに議

論したりする力を養う。

 

 

●日本と関係の深い国の人々の生活やグローバル化する国際社

会における日本の役割について、主体的に学習の問題を解決し

ようとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生

活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解

を通して、平和を願う日本人として世界の国々の人々とともに

生きることの大切さについての自覚を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・日本と経済や文化などの面でつなが

りが深い国の人々の生活は、多様で

あることを理解するとともに、スポ

ーツや文化などを通して他国と交

流し、異なる文化や習慣を尊重し合

うことが大切であることを理解し

ている。 

・日本は、平和な世界の実現のために

国際連合の一員として重要な役割を

果たしたり、諸外国の発展のために

援助や協力を行ったりしていること

を理解する。 

・地図帳や地球儀、各種の資料で調べ、

まとめている。 

・外国の人々の生活の様子などに着目

して、日本の文化や習慣との違いを

捉え、国際交流の果たす役割を考え、

表現している。 

・地球規模で発生している課題の解決

に向けた連携・協力などに着目し

て 、 国際連合の働きや我が国の国

際協力の様子を捉え、国際社会にお

いて我が国が果たしている役割を考

え、表現している。 

・日本とつながりの深い国の人々の生

活やグローバル化する国際社会に

おける日本の役割について、主体的

に問題解決しようとしたり、よりよ

い社会を考え学習したことを社会

生活に生かそうとしたりしている。 
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大単元の構成 
 

           
オリエンテーション ① 

         

                    

                                               

                                               

 
１ 日本とつながりの深い国々 ⑤ 

     
２ 地球規模の課題の解決と国際協力 ⑦ 

 

       

                                               

 
日本とつながりのある国 ① 

     
世界で活躍する日本人 ② 

 

       

                                               

 暮らしに深いつながりがある国 アメリカ 

経済でつながりの深い国 中国 

日系人が多く住む国 ブラジル 

豊かな石油資源をもつ国 サウジアラビア 

※上記以外の児童が選んだ国を調べることもできる。 

※ここは複線型学習。各③ 

     
ユニセフのはたらき ① 

 

       

                          

      
国際連合のはたらき ① 

 

       

                          

                           
地球の環境とともに生きる ① 

 

 
まとめる（国際交流について考えよう）① 

      

                          

                           
よりよい社会をともにひらく（まとめる）① 

 

                            

                                               

                           
つなげる ② 

 

                            

 ○の中の数字は、配当時数。                                    
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小単元１ 日本とつながりの深い国々 配当時間 ５時間 
教科書 ６ 

P240～269 

目  標 

●日本と経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生

活は、多様であること、異なる文化や習慣を尊重し合うこと

が大切であることを理解するとともに、地図帳や地球儀、統

計や年表などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調

べまとめる技能を身に付けるようにする。 

●日本と関係の深い国の生活の特色や相互の関連や意味を多

角的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解

決に向けて社会への関わり方を考える力、考えたことを説

明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

 

●日本と関係の深い国の人々の生活や国際社会における日本の

役割について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、

よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとす

る態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、平和を

願う日本人として世界の国々の人々とともに生きることの大

切さについての自覚を養う。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・外国の人々の暮らしの様子につい

て、地図帳や地球儀、各種の資料で調

べて、必要な情報を集め、読み取り、

日本の文化や習慣との違いを理解し

ている。 

・調べたことを図表やポスターなどや

プレゼンテーションソフトを使った

作品にまとめ、日本とつながりが深

い国の人々の暮らしは多様であるこ

と、スポーツや文化などを通して他

国と交流し、異なる文化や習慣を尊

重し合うことが大切であることを理

解している。 

・外国の人々の生活の様子などに着目

して、問いを見いだし、日本の文化

や習慣との違いを考え、表現してい

る。 

・日本とつながりの深い国の人々の暮

らしや文化を比較したり関連づけた

り、総合したりして、国際交流の果

たす役割や、異なる文化や習慣を尊

重し合う大切さを考え、表現してい

る。 

・日本とつながりの深い国の人々の生

活について、予想や学習計画を立て

たり、学習を振り返ったりして、主

体的に学習問題を追究し、解決しよ

うとしている。 
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大単元名：３ 世界の中の日本  

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

オリエンテーシ

ョン 

日本と世界 

P238～239 

【配時 1】 

世界の人々の暮らし

の様子の写真から、

生活習慣や文化の異

なる世界の国々と日

本のつながりを考

え、表現する。ま

た、国旗と国歌の意

義を捉え、尊重する

態度を養う。 

○写真などをもとに知っている

国を確認し合い、それらの国と

日本や自分とのつながりについ

て、調べてみたいことを話し合

う。 

◆世界にはさまざまな国があ

り、生活習慣や文化などに違い

があること。各国に国旗と国歌

があり、その国の象徴として大

切にされていること。 

①写真をもとに世界にはさま

ざまな国があることに気づ

く。 

②写真や文章をもとに、それ

ぞれの国に国旗と国歌があ

り、その国の象徴として大切

にされていることを捉える。 

③地図帳や地球儀を使って知

っている国の位置や日本から

の距離・方角を確認し、気づ

いたことを発表し合う。 

④それらの国と日本や自分と

のつながりについて、調べて

みたいことを話し合う。 

【思判表】世界にはさまざま

な国があり、日本や自分たち

の暮らしと関係を持ってい

ること考え、表現している。

（行）（発） 
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小単元名：１ 日本とつながりの深い国々 【配当５時間】 

※「アメリカ」「中国」「ブラジル」「サウジアラビア」の中から、児童が１か国を選択 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

日本とつなが

りのある国 

P240～241 

【配時 1】 

身のまわりのものや

統計資料に着目し

て、自分なりの根拠

を持って調べる国を

決め、外国と日本の

つながりや人々の暮

らしについて学習問

題をつくり、学習の

見通しを立てる。 

 

 

 

 

○身近な生活やこれまで学習し

てきたことの中から外国とのつ

ながりを探し、日本とつながり

の深い国の人々の暮らしについ

て調べる学習問題をつくり、自

分の興味・関心に基づいて調べ

る国を決め、学習計画を立てる。 

◆日本は、ものや人の行き来や

文化交流などを通して、世界の

さまざまな国とつながりをもっ

ていること。 

 

 

 

①身近な生活やこれまで学習

してきたことの中から日本と

外国のつながりを探し、発表

し合う。 

②日本とつながりの深い国々

について調べる学習問題をつ

くる。 

③自分なりの根拠をもって調

べる国を決め、何についてど

のように調べるか、学習計画

を立てる。 

 

 

 

【思判表】身近な生活や体

験、既習事項などから、問い

を見いだし、学習問題として

表現している。（発）（ノ） 

【態度】学習問題について、

予想や学習計画を立て主体

的に追究しようとしている。

（発）（行）（ノ） 

 

 

 

＜選択＞ 

暮らしに深い

つながりのあ

る国 アメリカ 

P242～247 

【配時 3】 

日本とアメリカのつ

ながりや人々の生活

の様子を調べ、日本

との違いやアメリカ

の特色、人々の暮ら

しの様子を捉える。 

○アメリカについて、本や統計

資料などを活用して、さまざま

な観点から調べ、日本との相違

点・共通点、日本とのつながり

について考える。 

◆アメリカの人々の生活、文化

や習慣、国土の特徴、日本との

つながり。異なる文化や習慣を

もつ人々と互いに協調していく

ことの大切さ。 

①アメリカについての基本的

事項を地図帳などの資料から

確認する。 

②日本とアメリカの文化のつ

ながりを調べ、その特色を考

える。 

③地図帳や図書館の事典、イ

ンターネットなどからアメリ

カの産業や国土について調べ

る。 

④アメリカの人々の暮らしの

様子について調べ、日本との

相違点や共通点について考え

る｡ 

⑤調べたことをまとめ、アメ

リカと日本のつながりやこれ

からの関係のあり方について

考える。 

【知技】必要な資料や情報を

集め、日本との共通点や相違

点、つながりについて意識し

ながら、アメリカの特色や文

化について理解を深めてい

る。（発）（ノ） 

学習問題 日本とつながりの深い国の人々は、どのような暮らしをしているのだろう。 



56 

 

＜選択＞ 

経済でつなが

りの深い国 

中国 

P248～253 

【配時 3】 

日本と中国のつなが

りや人々の生活の様

子を調べ、日本との

違いや中国の特色、

人々の暮らしの様子

を捉える。 

○中国について、本や統計資料

などを活用して、さまざまな観

点から調べ、日本との相違点・

共通点、日本とのつながりにつ

いて考える。 

◆中国の人々の生活、文化や習

慣、国土の特徴、日本とのつな

がり。異なる文化や習慣をもつ

人々と互いに協調していくこと

の大切さ。 

①中国についての基本的事項

を地図帳などの資料から確認

する。 

②日本と中国の貿易の様子や

経済のつながりを調べ、その

特色を考える。 

③地図帳や図書館の事典、イ

ンターネットなどから日本と

中国の歴史的なつながりにつ

いて調べる｡ 

④中国の人々の暮らしの様子

について調べ、日本との相違

点や共通点について考える｡ 

⑤調べたことをまとめ、中国

と日本のつながりやこれから

の関係のあり方について考え

る。 

【知技】必要な資料や情報を

集め、日本との共通点や相違

点、つながりについて意識し

ながら、中国の特色や文化に

ついて理解を深めている。

（発）（ノ） 

＜選択＞ 

日系人が多く

住む国 ブラジ

ル 

P254～259 

【配時 3】 

日本とブラジルのつ

ながりや人々の生活

の様子を調べ、日本

との違いやブラジル

の特色、人々の暮ら

しの様子を捉える。 

○ブラジルについて、本や統計

資料などを活用して、さまざま

な観点から調べ、日本との相違

点・共通点、日本とのつながり

について考える。 

◆ブラジルの人々の生活、文化

や習慣、国土の特徴、日本との

つながり、異なる文化や習慣を

もつ人々と互いに協調していく

ことの大切さ。 

①ブラジルについての基本的

事項を地図帳などの資料から

確認する。 

②日本とブラジルの歴史的な

つながりを調べ、その特色を

考える。 

③地図帳や統計資料、図書館

の本などからブラジルの文化

について調べる。 

④ブラジルの人々の暮らしの

様子について調べ、日本との

相違点や共通点について考え

る｡ 

⑤調べたことをまとめ、ブラ

ジルと日本のつながりやこれ

からの関係のあり方について

考える。 

【知技】必要な資料や情報を

集め、日本との共通点や相違

点、つながりについて意識し

ながら、ブラジルの特色や文

化について理解を深めてい

る。（発）（ノ） 
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＜選択＞ 

豊かな石油資

源をもつ国 サ

ウジアラビア 

P260～265 

【配時 3】 

日本とサウジアラビ

アのつながりや人々

の生活の様子を調

べ、日本との違いや

サウジアラビアの特

色、人々の暮らしの

様子を捉える。 

○サウジアラビについて、本や

統計資料などを活用して、さま

ざまな観点から調べ、日本との

相違点・共通点、日本とのつな

がりについて考える。 

◆サウジアラビアの人々の生

活、文化や習慣、国土の特徴、

日本とのつながり。異なる文化

や習慣をもつ人々と互いに協調

していくことの大切さ。 

①サウジアラビアについての

基本的事項を地図帳などの資

料から確認する。 

②地図帳や統計資料、まちな

みの写真などからサウジアラ

ビアの産業や国土の様子につ

いて調べる。 

③大使館のホームページなど

から、サウジアラビアの人々

の文化や宗教的な背景につい

て調べる。 

④サウジアラビアの人々の暮

らしの様子について調べ、日

本との相違点や共通点につい

て考える｡ 

⑤調べたことをまとめ、サウ

ジアラビアと日本のつながり

やこれからの関係のあり方に

ついて考える。 

【知技】必要な資料や情報を

集め、日本との共通点や相違

点、つながりについて意識し

ながら、サウジアラビアの特

色や文化について理解を深

めている。（発）（ノ） 

＜まとめる＞ 

P266～267 

 

国際交流につ

いて考えよう 

P268～269 

【配時１】 

調べたことを発表

し、日本はさまざま

な国とつながりをも

っていて、世界の国

の人々の生活や文化

は多様であることを

捉え、互いの文化や

生活習慣を尊重する

ことの大切さを考

え、表現する。 

○それぞれが調べたことを発表

し合って、学習の成果を共有

し、日本との相違点や共通点、

日本と外国とのつながりについ

て理解を深め、国際交流の大切

さについて考える。 

◆日本とつながりの深い国々の

人々の生活、文化や習慣、国土

の特徴、日本とのつながり。異

なる文化や習慣を尊重し、互い

に協調していくことの大切さ。 

①学習問題を確かめる。 

②調べたことを発表し合い、

学習成果を共有する。 

③感想や疑問、意見を出し合

いながら、世界の国々と日本

とのつながりや調べた国々と

日本との違いについて考え

る。 

④国際交流の様子などから、

世界の国々の人々とともに暮

らす社会に向けて大切だと思

うことをノートにまとめる。 

【知技】日本と外国とのつな

がりについて理解している。

（発）（ノ）（テ） 

【思判表】互いの学習成果を

交流し合い、異なる文化や生

活習慣を尊重し合い、交流す

ることの大切さを考え、表現

している。（発）（ノ） 
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小単元２ 地球規模の課題の解決と国際協力 配当時間 ７時間 
教科書 ６ 

P272～285 

目  標 

●グローバル化する国際社会における日本の役割について理

解するとともに、地図帳や地球儀、統計や年表などの各種資

料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を身につけるよ

うにする。 

●国際社会における日本の役割や国の相互の関連、意味を多角

的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に

向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや

選択・判断したことを説明したり、それらをもとに議論した

りする力を養う。  

 

●国際社会における日本の役割について、主体的に学習の問題を

解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを

社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考

や理解を通して、平和を願う日本人として世界の国々の人々と

ともに生きることの大切さについての自覚を養う。 

 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・地球規模で発生している課題の解決

に向けた連携・協力などについて地

図帳や地球儀、各種の資料で調べ

て、必要な情報を集め、読み取り、

国際連合の働きや日本の国際協力

の様子を理解している。 

・調べたことを図や文章などにまと

め、日本が平和な世界の実現のため

に重要な役割を果たしたり、諸外国

の発展のために援助や協力を行っ

たりしていることを理解している。 

・地球規模で発生している課題の解決

に向けた連携・協力などに着目して、

問いを見いだし、国際連合の働きや

日本の国際協力の意義を考え、表現

している。 

・地球規模で発生している課題と日本

が国際社会の一員として行っている

協力・援助を関連づけたり、総合し

たりして、国際社会において日本が

果たしている役割を考えたり、学習

したことをもとに社会への関わり方

を選択・判断したりして、適切に表

現している。 

・日本の国際社会における役割につい

て、予想や学習計画を立てたり、学

習を振り返ったりして、主体的に学

習問題を追究し、解決しようとして

いる。  

・よりよい社会を考え学習したことを

社会生活に生かそうとしたりして

いる。 
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小単元名：２ 地球規模の課題の解決と国際協力 【配当７時間】 

【態】＝主体的に学習に取り組む態度、【知技】＝知識・技能、【思判表】＝思考・判断・表現 

（発）＝発言・発表、（行）＝行動観察、（ノ）＝ノート・作品、（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

世界で活躍す

る日本人 

P272～275 

【配時 2】 

世界で活躍する日本

人の活動に着目し

て、世界の課題を解

決するための日本の

人々の活動について

学習問題をつくり、

学習の見通しを立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平和や環境を守るために、世

界各地で日本人がどのような活

動をしているのかを調べ、日本

の国際貢献について学習問題を

つくり、学習計画を立てる。 

◆人々の健康や生命を守った

り、暮らしを向上させたりする

ために活動している日本人がい

ること。 

 

 

 

 

 

①世界で活躍する日本人の活

動を調べる。 

②アフガニスタンで活動した

医師中村哲さんの思いを考え

る。 

③調べたことをもとに、世界

で起きている課題について話

し合う。 

④世界の平和や環境を守るた

めに、どのような取り組みが

行われているのかについて学

習問題をつくり、学習計画を

立てる。 

 

【思判表】世界で活躍する日

本人の活動から、問いを見い

だし、学習問題として表現し

ている。（発）（ノ） 

【態】学習問題について予想

や学習計画を立て主体的に

追究しようとしている。（発）

（行）（ノ） 

 

 

ユニセフのは

たらき 

P276～277 

【配時 1】 

すべての子どもの命

や権利を守るための

取り組みを調べ、そ

の重要性や、国際協

力の必要性を捉え

る。 

○世界の子どもたちの健康や安

全を守るユニセフの働きについ

て調べる。 

◆ユニセフが、世界の子どもた

ちの健康や安全を守る活動を行

っていること。子どもたちの健

康や安全を守るためには、国際

協力が必要であること。 

①写真や資料から、世界の子

どもたちがおかれている状況

について調べる。 

②子どもたちの健康と安全を

守るユニセフの活動について

調べる。 

③ユニセフの役割と自分たち

とのつながりについて話し合

い、自分たちが協力できるこ

とについて考える。 

【知技】ユニセフの活動とそ

の意味から、子どもたちの健

康や安全を守るためには、国

際協力が必要なことを捉え

ている。（発）（ノ） 

国際連合のは

たらき 

P278～279 

【配時 1】 

紛争の防止・解決の

ための取り組みを調

べ、その重要性や、

国際連合の働き、日

本の果たしている役

割を捉える。 

○世界の人々の平和と安全を守

る国際連合の働きについて調べ

る。 

◆世界の平和と安全を守るため

には、国際連合のような国際的

な協力が必要であり、その中で

日本も重要な役割を果たしてい

ること。 

①世界で起きている紛争・戦

争について調べる。 

②世界の平和を守るための国

際連合の活動について調べ

る。 

③国際連合のはたらきと日本

が果たしている役割について

話し合う。 

【知技】世界の平和と安全を

守るために、国際連合がさま

ざまな活動に取り組んでい

ることや、日本が果たしてい

る役割を理解している。（発）

（ノ） 

地球の環境と

ともに生きる 

P280～281 

【配時 1】 

地球環境をめぐるさ

まざまな問題を調

べ、その解決に向け

た国際協力の必要性

や、持続可能な社会

を目ざすことの重要

性を捉える。 

○地球環境を守りながら、持続

可能な社会を目ざしていくため

に、世界の人々が協力して取り

組んでいる事例について調べ

る。 

◆地球環境を守るためには、世

界各国が協力して取り組まなけ

ればならないこと。持続可能な

社会を目ざしていくことが必要

であること。 

①世界で起きている環境問題

について調べる。 

②さまざまな環境問題を解決

するための取り組みについて

調べる。 

③持続可能な開発目標（SDG

ｓ）の取り組みについて確認

する。 

④地球環境を守ることの大切

さや、自分たちの暮らしとの

かかわりについて話し合う。 

【知技】環境問題の解決に向

けて世界の人々が協力する

ことが必要であることを捉

えている。（発）（ノ） 

学習問題 世界の平和や環境を守る取り組みに、 

日本の人々はどのように関わっているのだろう。 



60 

 

よりよい社会を

ともにひらく 

P282～284 

 

＜まとめる＞ 

P285 

【配時 2】 

地球規模の諸課題を

解決するための取り

組みを調べ、すべて

の人の人権が尊重さ

れ、誰もが安心して

暮らすことのできる

社会の実現に向け

て、国際社会の一員

として協力すること

が大切であることを

考え、表現する。 

また、地球規模の課

題を解決するために

必要な取り組みにつ

いて考え、表現す

る。 

○現代に残されている課題に目

を向けながら、国際社会の一員

として何を大切にしていくべき

か話し合う。 

◆地球規模の諸問題を解決する

ために、異なる文化をもつ人々

と国境をこえてともに助け合う

必要があること。 

①水不足の問題をはじめとし

て世界各地で起きている課題

について調べる。 

②異なる文化をもつ人々と国

境をこえてともに助け合う必

要があることをつかむ。 

③国際社会の中で、互いを尊

重し合いながら、だれもが安

心して生き生きと暮らすこと

ができる社会を実現するため

には、何が大切なのか考え

る。 

④「まとめる」（P285）も活

用して、本単元の学習をまと

め、学習を振り返る。 

【知技】地球規模で発生して

いる課題の解決に向けて、世

界の人々とともに協力して

いくことが大切であること

を理解している。 

【思判表】地球規模の課題を

解決し、すべての人の人権が

尊重され、誰もが安心して生

き生きと暮らすことのでき

る社会の実現に向けて、国際

社会の一員として協力する

ことの大切さを考え、表現し

ている。（発）（ノ） 

 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

＜つなげる＞ 

世界の人々と

ともに生きてい

くために、大切

なことを考えよ

う 

P286～287 

【配時 2】 

６年生の社会科の学

習を振り返り、世界

の人々とともに生き

ていくために大切な

ことや、自分たちが

できることについて

考え、表現する。 

○６年生の社会科で学習したこ

とと持続可能な開発目標（SDG

ｓ）を関連付けながら振り返

り、世界の人々とともに生きて

いくために大切なことや自分た

ちにできることを話し合う。 

◆持続可能な社会を世界の人々

とともにとくっていくために

は、一人一人ができることを考

え、協力することが大切である

こと。 

①教科書やノートをもとに６

年生の社会科で学習したこと

で、印象に残っていることを

発表し合う。 

②学習したことと持続可能な

開発目標（SDGｓ）がつなが

っていることをつかむ。 

③世界規模の課題を解決し、

持続可能な社会をつくってい

くために、大切だと思うこと

を話し合う。 

④持続可能な社会の実現に向

けて、自分にできることを考

え、発表する。 

【思判表】世界規模の課題を

解決し、持続可能な社会をつ

くっていくために大切なこ

とを考え、表現している。

（発）（ノ） 

【態】社会科の学習で学んだ

ことを、これからの社会や自

分たちのあり方に生かそう

としている。（発）（行）（ノ） 

 


